
くっついた！  ほんとだー

● 協会創立五十周年記念式典の開催
● 特集「幼稚園ＩＣＴ化計画（その3）」井内 聖
● 特集「乳幼児期におけるアタッチメントと非認知的な心の発達（その１）」遠藤利彦
● コミュニティ（保育の窓）
● もの想い（認定こども園わかば幼稚園／静岡聖光幼稚園）
● 健康随想「新型コロナウイルスと子ども・保護者の健康」宮入 烈
● ナイスショット
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只今全国展開中

鏡餅をつくるよ！ ぺったんぺったん

 今年度もあと僅か。新しい生活様式の下、園の教育・保育
活動にも大きな影響を受けた1年間でした。奇しくも協会
創立50周年の年、新型コロナウィルス対応といった意味だ
けではなく、こども達の未来の為に、新しい幼児教育・保育
様式を試行錯誤し確立していく。その先頭に立つのは私

【編集後記】 立幼稚園・こども園であると、50年後も胸をはって言えるよ
うに、今後も一層、精進していかなければと感じます。少子
化の影響もあり、園を取り巻く環境は厳しさを増していきま
すが、力をあわせ、切磋琢磨していきましょう。
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うわ～！ はっぱのあめ～！

今年も元気に過ごせますように～

イェー
イ！

鬼は～
そと

バケツのお水が
氷になったよ！

なわとび大会に向けて

氷、冷たー
い

春を見つ
けたよ

富士山と凧

鏡開き～

Spring



協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催

　
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡

（
旧
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
）
に
お
い
て
、

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

の
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
協
会
が
設
立
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
と
言
え

ば
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
世

界
各
国
か
ら
六
四
二
一
万
人
が
来
場
し
た
大
阪

万
博
が
開
催
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
ま
さ
に
新
時

代
の
幕
開
け
の
象
徴
で
し
た
。

　
五
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
ま
し
た
記
念
講
演

や
祝
賀
会
は
取
り
や
め
、
記
念
式
典
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
出
席
者
も
協
会
の
理
事
、
監
事
と

各
地
区
か
ら
二
人
ず
つ
と
い
う
少
人
数
と
し
、

席
の
配
置
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確

保
し
、
受
付
や
演
台
、
司
会
台
は
飛
沫
飛
散
防

止
の
た
め
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
開
会
の
言
葉
〜
物
故
者
へ
の
黙
祷

　
式
典
は
、
田
中
邦
昌
副
理
事
長
の
開
会
の
言

葉
か
ら
始
ま
り
、Ｃ
Ｄ
演
奏
の
み
に
よ
る
国
歌

斉
唱
、
こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
黙

祷
と
続
き
、
千
葉
理
事
長
の
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

■
千
葉
一
道
理
事
長
式
辞

　
本
日
、
一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園

振
興
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
公
務

ご
多
忙
の
中
、
静
岡
県
知
事 

川
勝
平
太
様
、

静
岡
県
議
会
議
長 

山
田
誠
様
、
は
ご
ろ
も
教

育
研
究
奨
励
会
会
長 

後
藤
康
男
様
は
じ
め
ご

来
賓
の
皆
様
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
お
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
協
会
五
十
周
年
の
式
典
開
催
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
た
め
、
延
期
を
含

め
て
検
討
し
た
結
果
、
節
目
の
年
で
あ
る
本
年

開
催
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
本
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
協
会
園
の

皆
様
に
は
参
加
人
数
を
制
限
し
て
の
開
催
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

本
協
会
は
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
社
団
法
人
静

岡
県
学
校
法
人
幼
稚
園
教
育
振
興
会
と
静
岡
県

私
立
幼
稚
園
協
会
を
一
本
化
し
て
「
社
団
法
人

静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
」
を
設
立
し
、

静
岡
県
の
幼
稚
園
教
育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
で
は
建

学
の
精
神
に
基
づ
く
個
性
豊
か
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
五
十
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
設
立
当
初

に
静
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら
認
可
を
い
た
だ
き

研
修
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
で
は
教
員
研

修
、
理
事
長
・
設
置
者
、
園
長
研
修
を
は
じ
め

研
修
事
業
が
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
基
本

研
修
で
は
初
任
者
研
修
、
二
年
目
・
三
年
目
研

修
、
主
任
教
員
研
修
な
ど
、
専
門
研
修
で
は
特

別
支
援
教
育
研
修
、
乳
幼
児
研
修
な
ど
、
特
別

研
修
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
一
年
の
教
育
奨
励

事
業
と
し
て
教
育
環
境
の
視
察
を
契
機
に
発
足

し
た
海
外
研
修
が
昭
和
五
十
二
年
か
ら
始
ま

り
、
中
華
人
民
共
和
国
・
ス
イ
ス
・
西
ド
イ
ツ
・

イ
タ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
を
訪
問
し
外
国

の
幼
児
教
育
制
度
、
教
育
事
情
を
学
ぶ
た
め
教

員
を
派
遣
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
本
協
会
の
研
修
力
は
全
国
で
も
優

秀
な
成
果
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
県
内
十
一
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
域
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て

フ
ェ
ア
、
す
こ
や
か
子
育
て
相
談
、
子
育
て
支

援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
地
域
子
育
て
環
境
の
良

質
化
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
園
の
健
全
経
営
を
図
る
た
め

に
、
経
営
分
析
情
報
の
提
供
や
各
市
町
の
行
政

関
連
の
情
報
提
供
、
事
務
職
員
の
研
修
な
ど
を

実
施
し
、
学
校
法
人
の
適
切
な
会
計
処
理
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
は
駿
河
湾
沖
地
震
発
生
が
長
年
叫
ば

れ
て
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
と
併
せ
て
早
く
か
ら

地
震
防
災
の
備
え
が
進
み
、
当
協
会
園
に
お
き

ま
し
て
は
九
十
九
．
七
％
が
耐
震
対
策
補
強
を

実
施
し
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
協
会
と
し
て
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
事
業
以
外
に
も
多
く
の
協
会
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
五
十
年
の
歩

み
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
重
要
な
事
業
で
あ
り

ま
す
。

　
創
立
当
初
は
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
困
難

が
あ
り
、
役
員
、
事
務
局
の
皆
様
に
は
ご
苦
労

さ
れ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
も
の
と
拝
察
致
し
ま

す
。

　
当
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す「
協
会
旗
」

は
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
協
会
関
係
者
の
公

募
で
、
島
田
市
の
保
護
者
が
図
案
し
た
「
子
ど

も
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
、
先
生
と
子
ど
も
が
手

を
つ
な
ぎ
、
そ
れ
を
温
か
い
地
域
の
手
に
守
ら

れ
て
巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も
の
姿
」
を
表
し
、

四
十
年
に
亘
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
五
十
周
年
を
期
に
、
ふ
じ
の
く
に
静
岡

に
相
応
し
く
、
世
界
遺
産
の
富
士
山
の
よ
う
に

「
美
し
く
、
気
高
く
、
堂
々

と
し
て
だ
れ
に
も
愛
さ

れ
る
子
ど
も
の
姿
」
を

富
士
山
と
し
て
加
え
て

新
し
い
「
協
会
旗
」
を

制
作
致
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
の
機
会

に
、
諸
先
輩
の
意
思
を

し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、

私
学
人
と
し
て
私
立
幼
稚
園
の
幼
児
教
育
を
伝

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
五
十
年
の
間
、
協
会
を
お
支
え
い
た
だ
き
ま

し
た
県
学
事
課
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観

光
部
私
学
振
興
課
様
、
静
岡
県
議
会
議
員
連
盟

様
、
は
ご
ろ
も
教
育
研
究
奨
励
会
様
ほ
か
関
係

の
皆
様
に
は
大
変
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
本
日
、
長
年
に
亘
り
当
協
会
の
役
員
と
し
て

ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
感
謝
状
を

授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
協
会
園
の
全
て
の
教
職
員
に
心
ば
か

り
の
記
念
品
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
日
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
五
十
周

年
記
念
誌
は
「
遊
」
と
題
し
ま
し
た
。「
子
ど

も
の
仕
事
は
遊
び
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
発
達
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。
遊
び
を
通
し
て
社
会
の
ル
ー
ル
を

養
っ
て
ほ
し
い
と
希
望
し
ま
す
。

　「
私
学
は
ひ
と
つ
」、「
教
育
は
私
学
か
ら
」

を
協
会
園
の
教
職
員
全
員
が
胸
に
刻
み
、
私
立

幼
稚
園
の
教
育
が
静
岡
県
の
子
ど
も
更
に
は
そ

の
ご
家
庭
の
幸
せ
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
当
協
会
が
六
十
年
、

七
十
年
そ
し
て
百
年
の
時
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支

援
並
び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

■
感
謝
状
贈
呈

　
式
辞
の
後
、
当
協
会
の
役
員
と
し
て
本
県
の

私
立
幼
稚
園
の
振
興
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を

頂
い
た
方
々
に
対
し
、
千
葉
理
事
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〈
感
謝
状
贈
呈
者
〉

加
藤
鉞
夫
氏 

（
学
校
法
人
蜆
塚
幼
稚
園
理
事
長
）

相
田
裕
司
氏
（
学
校
法
人
相
育
学
園
理
事
長
、

　
　
　
　
　
　
金
谷
幼
稚
園
園
長
）

柿
野
敏
和
氏
（
学
校
法
人
城
北
学
園
て
る
み
幼

　
　
　
　
　
　
稚
園
園
長
）

相
田
芳
久
氏
（
学
校
法
人
相
愛
学
園
理
事
長
）

森
　
俊
彦
氏
（
学
校
法
人
瑞
光
学
園
理
事
長
、

　
　
　
　
　
　
河
輪
幼
稚
園
園
長
）

大
石
和
正
氏
（
学
校
法
人
大
石
学
園
理
事
長
）

　
出
席
さ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
者
の
中
か
ら
、
森

俊
彦
氏
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

■
来
賓
祝
辞
〜
閉
会
の
言
葉

　
来
賓
の
祝
辞
で
は
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事

と
山
田
誠
静
岡
県
議
会
議
長
か
ら
、「
子
ど
も

た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
、
魅
力
的

で
特
色
あ
る
幼
児
教
育
を
実
践
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
貴
協
会
と
手
を
携
え
て
、
私
立
幼

稚
園
の
振
興
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
。」
と
、
力
強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
は
ご

ろ
も
教
育
研
究
奨
励
会
の
後
藤
康
雄
理
事
長
、

静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
部
の
吉
良
光
陽

総
合
教
育
局
長
と
大
石
昌
宏
私
学
振
興
課
長
の

紹
介
に
続
き
、
協
会
加
盟
園
の
教
職
員
へ
の
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
の
業
務
に
使

用
で
き
る
五
十
周
年
記
念
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
渡
邊
太
郎
富
士
宮
地
区
長
が
代
表
し
て
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
賛
歌
斉
唱
（
Ｃ
Ｄ
）
の
後
、
宮
下
友

美
恵
副
理
事
長
の
閉
会
の

言
葉
で
約
一
時
間
の
式
典

は
無
事
終
了
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
式
典
の
様
子
は
、
会
場

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

各
園
の
皆
様
が
ご
覧
に
な

れ
る
よ
う
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
を

行
い
ま
し
た
。
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協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催

　
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡

（
旧
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
）
に
お
い
て
、

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

の
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
協
会
が
設
立
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
と
言
え

ば
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
世

界
各
国
か
ら
六
四
二
一
万
人
が
来
場
し
た
大
阪

万
博
が
開
催
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
ま
さ
に
新
時

代
の
幕
開
け
の
象
徴
で
し
た
。

　
五
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
ま
し
た
記
念
講
演

や
祝
賀
会
は
取
り
や
め
、
記
念
式
典
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
出
席
者
も
協
会
の
理
事
、
監
事
と

各
地
区
か
ら
二
人
ず
つ
と
い
う
少
人
数
と
し
、

席
の
配
置
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確

保
し
、
受
付
や
演
台
、
司
会
台
は
飛
沫
飛
散
防

止
の
た
め
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
開
会
の
言
葉
〜
物
故
者
へ
の
黙
祷

　
式
典
は
、
田
中
邦
昌
副
理
事
長
の
開
会
の
言

葉
か
ら
始
ま
り
、Ｃ
Ｄ
演
奏
の
み
に
よ
る
国
歌

斉
唱
、
こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
黙

祷
と
続
き
、
千
葉
理
事
長
の
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

■
千
葉
一
道
理
事
長
式
辞

　
本
日
、
一
般
社
団
法
人
静
岡
県
私
立
幼
稚
園

振
興
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
公
務

ご
多
忙
の
中
、
静
岡
県
知
事 

川
勝
平
太
様
、

静
岡
県
議
会
議
長 

山
田
誠
様
、
は
ご
ろ
も
教

育
研
究
奨
励
会
会
長 

後
藤
康
男
様
は
じ
め
ご

来
賓
の
皆
様
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
お
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
協
会
五
十
周
年
の
式
典
開
催
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
た
め
、
延
期
を
含

め
て
検
討
し
た
結
果
、
節
目
の
年
で
あ
る
本
年

開
催
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
本
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
協
会
園
の

皆
様
に
は
参
加
人
数
を
制
限
し
て
の
開
催
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

本
協
会
は
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
社
団
法
人
静

岡
県
学
校
法
人
幼
稚
園
教
育
振
興
会
と
静
岡
県

私
立
幼
稚
園
協
会
を
一
本
化
し
て
「
社
団
法
人

静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
」
を
設
立
し
、

静
岡
県
の
幼
稚
園
教
育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
で
は
建

学
の
精
神
に
基
づ
く
個
性
豊
か
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
五
十
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
設
立
当
初

に
静
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら
認
可
を
い
た
だ
き

研
修
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
で
は
教
員
研

修
、
理
事
長
・
設
置
者
、
園
長
研
修
を
は
じ
め

研
修
事
業
が
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
基
本

研
修
で
は
初
任
者
研
修
、
二
年
目
・
三
年
目
研

修
、
主
任
教
員
研
修
な
ど
、
専
門
研
修
で
は
特

別
支
援
教
育
研
修
、
乳
幼
児
研
修
な
ど
、
特
別

研
修
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
一
年
の
教
育
奨
励

事
業
と
し
て
教
育
環
境
の
視
察
を
契
機
に
発
足

し
た
海
外
研
修
が
昭
和
五
十
二
年
か
ら
始
ま

り
、
中
華
人
民
共
和
国
・
ス
イ
ス
・
西
ド
イ
ツ
・

イ
タ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
を
訪
問
し
外
国

の
幼
児
教
育
制
度
、
教
育
事
情
を
学
ぶ
た
め
教

員
を
派
遣
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
本
協
会
の
研
修
力
は
全
国
で
も
優

秀
な
成
果
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
県
内
十
一
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
域
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て

フ
ェ
ア
、
す
こ
や
か
子
育
て
相
談
、
子
育
て
支

援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
地
域
子
育
て
環
境
の
良

質
化
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
園
の
健
全
経
営
を
図
る
た
め

に
、
経
営
分
析
情
報
の
提
供
や
各
市
町
の
行
政

関
連
の
情
報
提
供
、
事
務
職
員
の
研
修
な
ど
を

実
施
し
、
学
校
法
人
の
適
切
な
会
計
処
理
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
は
駿
河
湾
沖
地
震
発
生
が
長
年
叫
ば

れ
て
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
と
併
せ
て
早
く
か
ら

地
震
防
災
の
備
え
が
進
み
、
当
協
会
園
に
お
き

ま
し
て
は
九
十
九
．
七
％
が
耐
震
対
策
補
強
を

実
施
し
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
協
会
と
し
て
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
事
業
以
外
に
も
多
く
の
協
会
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
五
十
年
の
歩

み
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
重
要
な
事
業
で
あ
り

ま
す
。

　
創
立
当
初
は
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
困
難

が
あ
り
、
役
員
、
事
務
局
の
皆
様
に
は
ご
苦
労

さ
れ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
も
の
と
拝
察
致
し
ま

す
。

　
当
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す「
協
会
旗
」

は
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
協
会
関
係
者
の
公

募
で
、
島
田
市
の
保
護
者
が
図
案
し
た
「
子
ど

も
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
、
先
生
と
子
ど
も
が
手

を
つ
な
ぎ
、
そ
れ
を
温
か
い
地
域
の
手
に
守
ら

れ
て
巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も
の
姿
」
を
表
し
、

四
十
年
に
亘
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
五
十
周
年
を
期
に
、
ふ
じ
の
く
に
静
岡

に
相
応
し
く
、
世
界
遺
産
の
富
士
山
の
よ
う
に

「
美
し
く
、
気
高
く
、
堂
々

と
し
て
だ
れ
に
も
愛
さ

れ
る
子
ど
も
の
姿
」
を

富
士
山
と
し
て
加
え
て

新
し
い
「
協
会
旗
」
を

制
作
致
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
の
機
会

に
、
諸
先
輩
の
意
思
を

し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、

私
学
人
と
し
て
私
立
幼
稚
園
の
幼
児
教
育
を
伝

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
五
十
年
の
間
、
協
会
を
お
支
え
い
た
だ
き
ま

し
た
県
学
事
課
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観

光
部
私
学
振
興
課
様
、
静
岡
県
議
会
議
員
連
盟

様
、
は
ご
ろ
も
教
育
研
究
奨
励
会
様
ほ
か
関
係

の
皆
様
に
は
大
変
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
本
日
、
長
年
に
亘
り
当
協
会
の
役
員
と
し
て

ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
感
謝
状
を

授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
協
会
園
の
全
て
の
教
職
員
に
心
ば
か

り
の
記
念
品
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
日
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
五
十
周

年
記
念
誌
は
「
遊
」
と
題
し
ま
し
た
。「
子
ど

も
の
仕
事
は
遊
び
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
発
達
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。
遊
び
を
通
し
て
社
会
の
ル
ー
ル
を

養
っ
て
ほ
し
い
と
希
望
し
ま
す
。

　「
私
学
は
ひ
と
つ
」、「
教
育
は
私
学
か
ら
」

を
協
会
園
の
教
職
員
全
員
が
胸
に
刻
み
、
私
立

幼
稚
園
の
教
育
が
静
岡
県
の
子
ど
も
更
に
は
そ

の
ご
家
庭
の
幸
せ
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
当
協
会
が
六
十
年
、

七
十
年
そ
し
て
百
年
の
時
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支

援
並
び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

■
感
謝
状
贈
呈

　
式
辞
の
後
、
当
協
会
の
役
員
と
し
て
本
県
の

私
立
幼
稚
園
の
振
興
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を

頂
い
た
方
々
に
対
し
、
千
葉
理
事
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〈
感
謝
状
贈
呈
者
〉

加
藤
鉞
夫
氏 

（
学
校
法
人
蜆
塚
幼
稚
園
理
事
長
）

相
田
裕
司
氏
（
学
校
法
人
相
育
学
園
理
事
長
、

　
　
　
　
　
　
金
谷
幼
稚
園
園
長
）

柿
野
敏
和
氏
（
学
校
法
人
城
北
学
園
て
る
み
幼

　
　
　
　
　
　
稚
園
園
長
）

相
田
芳
久
氏
（
学
校
法
人
相
愛
学
園
理
事
長
）

森
　
俊
彦
氏
（
学
校
法
人
瑞
光
学
園
理
事
長
、

　
　
　
　
　
　
河
輪
幼
稚
園
園
長
）

大
石
和
正
氏
（
学
校
法
人
大
石
学
園
理
事
長
）

　
出
席
さ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
者
の
中
か
ら
、
森

俊
彦
氏
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

■
来
賓
祝
辞
〜
閉
会
の
言
葉

　
来
賓
の
祝
辞
で
は
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事

と
山
田
誠
静
岡
県
議
会
議
長
か
ら
、「
子
ど
も

た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
、
魅
力
的

で
特
色
あ
る
幼
児
教
育
を
実
践
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
貴
協
会
と
手
を
携
え
て
、
私
立
幼

稚
園
の
振
興
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
。」
と
、
力
強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
は
ご

ろ
も
教
育
研
究
奨
励
会
の
後
藤
康
雄
理
事
長
、

静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
部
の
吉
良
光
陽

総
合
教
育
局
長
と
大
石
昌
宏
私
学
振
興
課
長
の

紹
介
に
続
き
、
協
会
加
盟
園
の
教
職
員
へ
の
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
の
業
務
に
使

用
で
き
る
五
十
周
年
記
念
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
渡
邊
太
郎
富
士
宮
地
区
長
が
代
表
し
て
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
賛
歌
斉
唱
（
Ｃ
Ｄ
）
の
後
、
宮
下
友

美
恵
副
理
事
長
の
閉
会
の

言
葉
で
約
一
時
間
の
式
典

は
無
事
終
了
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
式
典
の
様
子
は
、
会
場

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

各
園
の
皆
様
が
ご
覧
に
な

れ
る
よ
う
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
を

行
い
ま
し
た
。
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特 

集
幼稚園                化計画ICT

新しい働き方を目指して

公立中学校教員を 9年勤め、04年幼児教育へ転身。08年恵庭幼稚園長、

14年学園長、学園内の保育園や子ども園の園長を歴任。北海道大学大

学院教育学研究院乳幼児発達論研究室在籍。

▶平成 30年北海道胆振東部地震では安平町はやきた子ども園長として

お泊まり会中に被災（震度 6強）子どもの居場所として被災 2日後から

園を地域に開放し、応急保育を行う

▶ICT 活用の先進的な取り組みは全国から注目され、毎年 150 人を超え

る視察者が訪れる

井内　聖（学）リズム学園学園長・恵庭幼稚園長

 

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
流
行
し
始
め
て
ま

も
な
く
1
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
時
点
で
は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
状
況
が
収
ま
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
元
の

状
態
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
も
そ
れ
が
見
え
な
い

の
な
ら
こ
の
状
況
を
受
け
入
れ
て
前
に
進
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
保
育
現
場
の
働
き
方
改
革
と
園
の
ICT
化
に
つ

い
て
保
育
学
会
で
発
表
し
た
の
が
平
成
30
年
。
そ
の
時

の
反
応
は
「
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
す
ね
」
程
度
で
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
の
DX
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
加
速
し
ICT
化
が
進

み
ま
し
た
。
し
か
し
ICT
化
＝
働
き
方
改
革
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
改
革
の
た
め
に
は
ま
ず
現
状
の
整
理
が
必
要
で

す
。
今
回
は
保
育
現
場
を
質
と
量
の
視
点
か
ら
捉
え
ICT

化
の
目
的
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
保
育
現
場
の
現
状
の
整
理
〜

　平
成
30
年
4
月
改
訂
さ
れ
た
幼
稚
園
教
育
要
領
の
本

格
実
施
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
は
育
み
た

い
資
質
・
能
力
や
10
の
姿
な
ど
が
示
さ
れ
、
今
ま
で
以

上
に
幼
小
の
接
続
な
ど
を
意
識
し
た
保
育
を
展
開
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
現
場

で
は
こ
れ
ら
要
領
・
指
針
の
理
解
や
実
践
に
加
え
、
保

育
記
録
（
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）、
個
別
の
支

援
が
必
要
な
園
児
へ
の
配
慮
、
保
護
者
支
援
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
保
育
士
不
足
は
深
刻
で
す
。
待
機
児
童
解
消

を
目
的
と
し
た
保
育
の
量
の
拡
大
は
労
働
者
と
し
て
の

保
育
者
不
足
を
招
き
、
ど
の
園
も
先
生
が
足
り
ず
、
ま

た
求
人
を
出
し
て
も
募
集
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
見
ら

れ
ま
す
。
小
規
模
や
企
業
主
導
型
と
い
っ
た
新
し
い
類

型
の
保
育
施
設
、
処
遇
改
善
と
そ
れ
と
連
動
す
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
制
度
の
新
設
な
ど
保
育
者
の
労
働
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　保
育
現
場
を
見
た
と
き
、
よ
く
質
と
量
の
議
論
は
さ

れ
ま
す
が
「
保
育
」
と
「
労
働
」
の
視
点
で
整
理
さ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
質
か

量
か
で
は
な
く
、「
保
育
」
と
「
労
働
」
の
視
点
で
保
育

現
場
を
見
て
い
く
と
違
っ
た
世
界
が
見
え
て
き
ま
す
。

　ま
ず
保
育
か
ら

見
て
み
ま
し
ょ

う
。
対
比
は
労
働

で
す
か
ら
保
育
か

ら
考
え
て
労
働
を

当
て
込
ん
で
み
ま

す
。
保
育
の
質
を

高
め
る
た
め
に
は

量
が
必
要
で
す
。

要
領
指
針
の
学
習

も
保
育
記
録
の
作

業
も
個
別
の
支
援

計
画
も
時
間
が
必

要
で
す
。
明
日
の

保
育
も
工
夫
し
よ

う
と
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
保
育
の
質
に
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
量
は
増

え
続
け
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。（
日
本

的
な
生
産
性
の
低
い
働
き
方
）
こ
れ
が
今
の
保
育
現
場

か
ら
見
た
労
働
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　次
は
労
働
か
ら
保
育
を
見
ま
す
。
労
働
は
基
準
法
で

1
日
8
時
間
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
労
働
に
保
育

を
当
て
込
む
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
労
働
時
間
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
ど
ん
な
に
や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
量
（
時
間
）
の
中
で
質
を

高
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
何
を
ど
こ
ま
で
や
り
、

何
を
や
ら
な
い
か
。
量
の
調
整
が
質
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
欧
米
的
な
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組

み
で
す
。

〜
保
育
者
の
専
門
性
と
は
〜

　こ
の
対
比
だ
け
見
る
と
労
働
か
ら
保
育
を
当
て
込
む

ほ
う
が
良
い
と
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
簡
単
な
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
1
日
8
時
間
の
勤
務
時
間
の
う
ち
ノ
ン

コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
と
呼
ば
れ
る
事
務
業
務
に
時
間
は

ど
れ
く
ら
い
保
障
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的

な
園
で
考
え
て
も
2
時
間
く
ら
い
が
や
っ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
2
時
間
で
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
の
時
間
で
取
り
組
ん
で
い
る
業
務
は
保
育
の
質
に
直

結
し
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
調

査
す
る
た
め
保
育
士
バ
ン
ク
の
協
力
を
得
て
全
国

の
保
育
者
を
対
象
に
SNS
を
使
っ
た
Web
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
ま
し
た
。（
平
成
30
年
保
育
学
会
発
表
）

Web
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し
た
の
は
園
を
通
さ
な
い
こ
と

で
現
場
の
本
音
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
す
。

　結
果
に
つ
い
て
は
表
の
通
り
で
す
。
現
金
管
理

や
園
内
清
掃
、
写
真
販
売
な
ど
は
保
育
者
が
担
う

必
要
が
な
い
と
回
答
す
る
割
合
が
多
か
っ
た
で

す
。
ま
た
負
担
軽
減
が
可
能
な
業
務
と
し
て
教
材

準
備
、
装
飾
、
バ
ス
添
乗
、
出
席
簿
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
結
果
を
考
察
す
る
中
で
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
わ
れ
た
の
は
「
軽
減
が
難
し
い
」
と
回
答

し
た
業
務
で
す
。
具
体
的
に
は
提
出
物
管
理
、
行

事
準
備
運
営
、
出
席
簿
、
書
類
作
成
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
毎
日
あ
る
業
務
で
あ
っ
た
り
頻
繁
で
は

な
い
に
し
て
も
負
荷
の
多
い
業
務
で
す
。
こ
れ
ら

を
軽
く
す
る
こ
と
が
量
を
調
整
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

〜
そ
の
仕
事
は
保
育
者
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
〜

　繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
量
の
調
整
が
質
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
先
生
達
の

時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
な
る
と
何
か
を
削

減
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
現
金
管
理
は
有
資

格
の
先
生
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
業
務
で

し
ょ
う
か
。
登
園
状
況
の
把
握
は
必
要
で
す
が
出

席
簿
と
い
う
作
業
は
先
生
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。
提
出
物
は
紙
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
校
の
先
生
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
添
乗
し
ま
せ
ん
。

　ICT
化
と
い
う
と
と
に
か
く
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
手
書
き
の
書
類
を

パ
ソ
コ
ン
に
し
て
も
印
刷
配
布
の

業
務
は
残
り
ま
す
。
手
書
き
の

チ
ェ
ッ
ク
表
を
エ
ク
セ
ル
で
つ

く
っ
て
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
保
育
の
質
を

高
め
る
た
め
に
は
先
生
が
そ
の
専

門
性
を
活
か
し
た
業
務
に
特
化
し

て
就
く
こ
と
。
別
に
言
え
ば
先
生

で
な
く
て
も
で
き
る
仕
事
は
先
生

は
し
な
い
。
不
要
な
仕
事
は
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
に
よ
っ

て
業
務
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
の

で
あ
れ
ば
ICT
化
と
い
う
方
法
を
取

り
ま
す
。

　例
え
ば
現
金
徴
収
を
電
子
マ

ネ
ー
に
す
る
と
現
金
管
理
が
な
く

な
り
ま
す
。
連
絡
を
Web
配
信
に
す

る
と
印
刷
配
布
作
業
が
な
く
な
り

ま
す
。
提
出
物
を
Web
ア
ン
ケ
ー
ト

に
す
る
と
改
修
業
務
と
チ
ェ
ッ
ク

作
業
が
な
く
な
り
ま
す
。
デ
ジ
カ

メ
を
や
め
て
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
に
す
る
と
SD
カ
ー
ド
を
使
わ

な
く
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
移
行
作
業
が
な
く
な
り

ま
す
。
出
欠
連
絡
を
保
護
者
が
ス
マ
ホ
で
す
る
よ

う
に
な
る
と
電
話
応
対
が
な
く
な
り
連
絡
ミ
ス
も

な
く
な
り
ま
す
。
学
校
評
価
を
Web
回
答
に
す
る
と

集
計
作
業
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
10
年
前
ま
で
の

IT
技
術
は
人
の
手
が
パ
ソ
コ
ン
に
な
る
く
ら
い
で

し
た
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
）。
し
か
し
今
の
情

報
技
術
で
は
人
が
や
っ
て
い
た
管
理
業
務
を
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
ワ
ー

ド
や
エ
ク
セ
ル
か
ら
の
脱
却
）。

〜
先
生
達
は
保
育
が
し
た
い
〜

　ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
や

は
り
先
生
達
は
保
育
が
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
取
り
、
保
育
後

は
今
日
の
子
ど
も
の
姿
を
思
い
返
し
明
日
の
保
育

を
考
え
る
。
そ
れ
が
一
番
や
り
た
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
先
生
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
先
生

の
専
門
性
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
一
番
時
間
を

と
っ
て
あ
げ
る
べ
き
で
す
し
、
そ
れ
が
保
育
の
質

を
高
め
る
一
番
の
近
道
で
す
。
ICT
化
と
い
う
と
人

の
心
が
通
わ
な
い
と
か
機
械
に
す
べ
て
任
せ
る
の

か
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

逆
で
す
。
先
生
達
に
保
育
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い

か
ら
ICT
を
取
り
入
れ
る
の
で
す
。

　し
か
し
、
失
敗
す
る
ICT
化
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
ICT
化
が
目
的
と
な
っ
た
導
入
で
す
。
リ
ズ
ム
学

園
の
先
生
は
バ
ス
に
添
乗
し
ま
せ
ん
。
園
内
清
掃

は
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
や
専
任
職
員
と
分
担
し
て
ま

す
。
教
材
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
が

い
た
り
、
シ
フ
ト
は
結
婚
退
職
し
た
先
生
が
100

    

先
で
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
（
副
業
）
で
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

■
そ
の
仕
事
は
先
生
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い   

　（専
門
性
が
必
要
な
）
業
務
か

■
そ
の
管
理
業
務
は
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
か

■
ICT
活
用
で
業
務
自
体
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
か

■
ICT
の
活
用
で
新
し
い
働
き
方
（
需
要
や
雇
用
）  

　が
生
ま
れ
な
い
か

　こ
う
い
っ
た
発
想
を
持
ち
「
労
働
」
か
ら
考
え

て
「
保
育
」
を
当
て
込
む
。
ICT
は
そ
の
た
め
の
ツ
ー

ル
（
道
具
）
で
あ
り
、
働
き
方
改
革
の
手
段
の
一

つ
で
す
。
ICT
化
に
よ
る
働
き
方
改
革
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
園
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
達
は
保
育
が
し

た
い
で
す
。

　最
終
回
の
次
回
は
、
具
体
的
に
導
入
し
て
い
る

ICT
の
ア
プ
リ
や
デ
バ
イ
ス
機
器
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。
何
を
入
れ
た
ら
何
が
で
き
る
か
？
ど
ん
な

機
器
が
あ
る
の
か
？
実
践
編
で
す
（
特
定
商
品
の

紹
介
は
し
ま
せ
ん
）。

（その3）

km
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お泊まり会中に被災（震度 6強）子どもの居場所として被災 2日後から

園を地域に開放し、応急保育を行う

▶ICT 活用の先進的な取り組みは全国から注目され、毎年 150 人を超え

る視察者が訪れる

井内　聖（学）リズム学園学園長・恵庭幼稚園長

 

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
流
行
し
始
め
て
ま

も
な
く
1
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
時
点
で
は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
状
況
が
収
ま
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
元
の

状
態
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
も
そ
れ
が
見
え
な
い

の
な
ら
こ
の
状
況
を
受
け
入
れ
て
前
に
進
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
保
育
現
場
の
働
き
方
改
革
と
園
の
ICT
化
に
つ

い
て
保
育
学
会
で
発
表
し
た
の
が
平
成
30
年
。
そ
の
時

の
反
応
は
「
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
す
ね
」
程
度
で
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
の
DX
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
加
速
し
ICT
化
が
進

み
ま
し
た
。
し
か
し
ICT
化
＝
働
き
方
改
革
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
改
革
の
た
め
に
は
ま
ず
現
状
の
整
理
が
必
要
で

す
。
今
回
は
保
育
現
場
を
質
と
量
の
視
点
か
ら
捉
え
ICT

化
の
目
的
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
保
育
現
場
の
現
状
の
整
理
〜

　平
成
30
年
4
月
改
訂
さ
れ
た
幼
稚
園
教
育
要
領
の
本

格
実
施
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
は
育
み
た

い
資
質
・
能
力
や
10
の
姿
な
ど
が
示
さ
れ
、
今
ま
で
以

上
に
幼
小
の
接
続
な
ど
を
意
識
し
た
保
育
を
展
開
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
現
場

で
は
こ
れ
ら
要
領
・
指
針
の
理
解
や
実
践
に
加
え
、
保

育
記
録
（
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）、
個
別
の
支

援
が
必
要
な
園
児
へ
の
配
慮
、
保
護
者
支
援
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
保
育
士
不
足
は
深
刻
で
す
。
待
機
児
童
解
消

を
目
的
と
し
た
保
育
の
量
の
拡
大
は
労
働
者
と
し
て
の

保
育
者
不
足
を
招
き
、
ど
の
園
も
先
生
が
足
り
ず
、
ま

た
求
人
を
出
し
て
も
募
集
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
見
ら

れ
ま
す
。
小
規
模
や
企
業
主
導
型
と
い
っ
た
新
し
い
類

型
の
保
育
施
設
、
処
遇
改
善
と
そ
れ
と
連
動
す
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
制
度
の
新
設
な
ど
保
育
者
の
労
働
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　保
育
現
場
を
見
た
と
き
、
よ
く
質
と
量
の
議
論
は
さ

れ
ま
す
が
「
保
育
」
と
「
労
働
」
の
視
点
で
整
理
さ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
質
か

量
か
で
は
な
く
、「
保
育
」
と
「
労
働
」
の
視
点
で
保
育

現
場
を
見
て
い
く
と
違
っ
た
世
界
が
見
え
て
き
ま
す
。

　ま
ず
保
育
か
ら

見
て
み
ま
し
ょ

う
。
対
比
は
労
働

で
す
か
ら
保
育
か

ら
考
え
て
労
働
を

当
て
込
ん
で
み
ま

す
。
保
育
の
質
を

高
め
る
た
め
に
は

量
が
必
要
で
す
。

要
領
指
針
の
学
習

も
保
育
記
録
の
作

業
も
個
別
の
支
援

計
画
も
時
間
が
必

要
で
す
。
明
日
の

保
育
も
工
夫
し
よ

う
と
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
保
育
の
質
に
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
量
は
増

え
続
け
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。（
日
本

的
な
生
産
性
の
低
い
働
き
方
）
こ
れ
が
今
の
保
育
現
場

か
ら
見
た
労
働
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　次
は
労
働
か
ら
保
育
を
見
ま
す
。
労
働
は
基
準
法
で

1
日
8
時
間
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
労
働
に
保
育

を
当
て
込
む
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
労
働
時
間
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
ど
ん
な
に
や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
量
（
時
間
）
の
中
で
質
を

高
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
何
を
ど
こ
ま
で
や
り
、

何
を
や
ら
な
い
か
。
量
の
調
整
が
質
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
欧
米
的
な
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組

み
で
す
。

〜
保
育
者
の
専
門
性
と
は
〜

　こ
の
対
比
だ
け
見
る
と
労
働
か
ら
保
育
を
当
て
込
む

ほ
う
が
良
い
と
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
簡
単
な
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
1
日
8
時
間
の
勤
務
時
間
の
う
ち
ノ
ン

コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
と
呼
ば
れ
る
事
務
業
務
に
時
間
は

ど
れ
く
ら
い
保
障
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的

な
園
で
考
え
て
も
2
時
間
く
ら
い
が
や
っ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
2
時
間
で
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
の
時
間
で
取
り
組
ん
で
い
る
業
務
は
保
育
の
質
に
直

結
し
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
調

査
す
る
た
め
保
育
士
バ
ン
ク
の
協
力
を
得
て
全
国

の
保
育
者
を
対
象
に
SNS
を
使
っ
た
Web
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
ま
し
た
。（
平
成
30
年
保
育
学
会
発
表
）

Web
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し
た
の
は
園
を
通
さ
な
い
こ
と

で
現
場
の
本
音
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
す
。

　結
果
に
つ
い
て
は
表
の
通
り
で
す
。
現
金
管
理

や
園
内
清
掃
、
写
真
販
売
な
ど
は
保
育
者
が
担
う

必
要
が
な
い
と
回
答
す
る
割
合
が
多
か
っ
た
で

す
。
ま
た
負
担
軽
減
が
可
能
な
業
務
と
し
て
教
材

準
備
、
装
飾
、
バ
ス
添
乗
、
出
席
簿
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
結
果
を
考
察
す
る
中
で
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
わ
れ
た
の
は
「
軽
減
が
難
し
い
」
と
回
答

し
た
業
務
で
す
。
具
体
的
に
は
提
出
物
管
理
、
行

事
準
備
運
営
、
出
席
簿
、
書
類
作
成
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
毎
日
あ
る
業
務
で
あ
っ
た
り
頻
繁
で
は

な
い
に
し
て
も
負
荷
の
多
い
業
務
で
す
。
こ
れ
ら

を
軽
く
す
る
こ
と
が
量
を
調
整
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

〜
そ
の
仕
事
は
保
育
者
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
〜

　繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
量
の
調
整
が
質
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
先
生
達
の

時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
な
る
と
何
か
を
削

減
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
現
金
管
理
は
有
資

格
の
先
生
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
業
務
で

し
ょ
う
か
。
登
園
状
況
の
把
握
は
必
要
で
す
が
出

席
簿
と
い
う
作
業
は
先
生
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。
提
出
物
は
紙
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
校
の
先
生
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
添
乗
し
ま
せ
ん
。

　ICT
化
と
い
う
と
と
に
か
く
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
手
書
き
の
書
類
を

パ
ソ
コ
ン
に
し
て
も
印
刷
配
布
の

業
務
は
残
り
ま
す
。
手
書
き
の

チ
ェ
ッ
ク
表
を
エ
ク
セ
ル
で
つ

く
っ
て
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
保
育
の
質
を

高
め
る
た
め
に
は
先
生
が
そ
の
専

門
性
を
活
か
し
た
業
務
に
特
化
し

て
就
く
こ
と
。
別
に
言
え
ば
先
生

で
な
く
て
も
で
き
る
仕
事
は
先
生

は
し
な
い
。
不
要
な
仕
事
は
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
に
よ
っ

て
業
務
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
の

で
あ
れ
ば
ICT
化
と
い
う
方
法
を
取

り
ま
す
。

　例
え
ば
現
金
徴
収
を
電
子
マ

ネ
ー
に
す
る
と
現
金
管
理
が
な
く

な
り
ま
す
。
連
絡
を
Web
配
信
に
す

る
と
印
刷
配
布
作
業
が
な
く
な
り

ま
す
。
提
出
物
を
Web
ア
ン
ケ
ー
ト

に
す
る
と
改
修
業
務
と
チ
ェ
ッ
ク

作
業
が
な
く
な
り
ま
す
。
デ
ジ
カ

メ
を
や
め
て
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
に
す
る
と
SD
カ
ー
ド
を
使
わ

な
く
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
移
行
作
業
が
な
く
な
り

ま
す
。
出
欠
連
絡
を
保
護
者
が
ス
マ
ホ
で
す
る
よ

う
に
な
る
と
電
話
応
対
が
な
く
な
り
連
絡
ミ
ス
も

な
く
な
り
ま
す
。
学
校
評
価
を
Web
回
答
に
す
る
と

集
計
作
業
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
10
年
前
ま
で
の

IT
技
術
は
人
の
手
が
パ
ソ
コ
ン
に
な
る
く
ら
い
で

し
た
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
）。
し
か
し
今
の
情

報
技
術
で
は
人
が
や
っ
て
い
た
管
理
業
務
を
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
ワ
ー

ド
や
エ
ク
セ
ル
か
ら
の
脱
却
）。

〜
先
生
達
は
保
育
が
し
た
い
〜

　ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
や

は
り
先
生
達
は
保
育
が
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
取
り
、
保
育
後

は
今
日
の
子
ど
も
の
姿
を
思
い
返
し
明
日
の
保
育

を
考
え
る
。
そ
れ
が
一
番
や
り
た
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
先
生
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
先
生

の
専
門
性
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
一
番
時
間
を

と
っ
て
あ
げ
る
べ
き
で
す
し
、
そ
れ
が
保
育
の
質

を
高
め
る
一
番
の
近
道
で
す
。
ICT
化
と
い
う
と
人

の
心
が
通
わ
な
い
と
か
機
械
に
す
べ
て
任
せ
る
の

か
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

逆
で
す
。
先
生
達
に
保
育
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い

か
ら
ICT
を
取
り
入
れ
る
の
で
す
。

　し
か
し
、
失
敗
す
る
ICT
化
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
ICT
化
が
目
的
と
な
っ
た
導
入
で
す
。
リ
ズ
ム
学

園
の
先
生
は
バ
ス
に
添
乗
し
ま
せ
ん
。
園
内
清
掃

は
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
や
専
任
職
員
と
分
担
し
て
ま

す
。
教
材
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
が

い
た
り
、
シ
フ
ト
は
結
婚
退
職
し
た
先
生
が
100

    

先
で
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
（
副
業
）
で
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

■
そ
の
仕
事
は
先
生
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い   

　（専
門
性
が
必
要
な
）
業
務
か

■
そ
の
管
理
業
務
は
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
か

■
ICT
活
用
で
業
務
自
体
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
か

■
ICT
の
活
用
で
新
し
い
働
き
方
（
需
要
や
雇
用
）  

　が
生
ま
れ
な
い
か

　こ
う
い
っ
た
発
想
を
持
ち
「
労
働
」
か
ら
考
え

て
「
保
育
」
を
当
て
込
む
。
ICT
は
そ
の
た
め
の
ツ
ー

ル
（
道
具
）
で
あ
り
、
働
き
方
改
革
の
手
段
の
一

つ
で
す
。
ICT
化
に
よ
る
働
き
方
改
革
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
園
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
達
は
保
育
が
し

た
い
で
す
。

　最
終
回
の
次
回
は
、
具
体
的
に
導
入
し
て
い
る

ICT
の
ア
プ
リ
や
デ
バ
イ
ス
機
器
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。
何
を
入
れ
た
ら
何
が
で
き
る
か
？
ど
ん
な

機
器
が
あ
る
の
か
？
実
践
編
で
す
（
特
定
商
品
の

紹
介
は
し
ま
せ
ん
）。

（その3）
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　こ
れ
か
ら
4
回
に
亘
っ
て
、『
乳
幼
児
期
に

お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
非
認
知
的
な
心

の
発
達
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
文
章
を
綴

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

世
界
の
幼
児
教
育
や
保
育
の
分
野
で
は
、
人

の
生
涯
発
達
の
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
、
IQ

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
認
知
能
力
、
す
な
わ
ち
、

一
般
的
に
は
頭
の
良
さ
と
か
頭
の
で
き
と
呼

ば
れ
る
力
以
外
の
、
一
般
的
に
は
「
非
認
知
」

と
総
称
さ
れ
る
心
の
性
質
に
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
4
回
に
亘
る
連
載
を
通

し
て
、
こ
の
「
非
認
知
」
と
呼
ば
れ
る
心
と

は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
重
要
と
言
え
る
の
か
、
ま
た
こ
う
し
た

心
の
性
質
は
、
幼
少
期
、
い
か
な
る
環
境
で
、

ど
の
よ
う
な
人
に
よ
る
ど
ん
な
働
き
か
け
を

通
し
て
、
培
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
こ
の
連
載
で
は
、
乳
幼
児
期

に
子
ど
も
が
身
近
な
大
人
と
の
間
で
経
験
す

る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
、
こ
の
非
認
知
的
な

心
の
発
達
を
支
え
促
す
鍵
に
な
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
論
を
進
め
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
第
１
回
で
は
、
そ
も
そ
も
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
ま

た
、
私
た
ち
子
ど
も
に
接
す
る
大
人
は
こ
れ

に
関
し
て
ど
ん
な
心
構
え
を
持
っ
て
お
く
べ

き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的

な
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
日
本
で
は
、
長
く
「
愛
着
」

と
言
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は
、
親
と
子

ど
も
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
「
愛
情
」
の
よ

う
な
も
の
、
あ
る
い
は
親
子
の
「
情
緒
的
絆
」

と
し
て
だ
け
理
解
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
は
全
く
誤
り
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
言
葉
の
元
来
の
意
味
は
、
英
語

の
「
ア
タ
ッ
チ
」(attach)

そ
の
も
の
、
つ

ま
り
は
く
っ
つ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ

し
、
い
つ
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
、
あ
る
い
は
誰

彼
か
ま
わ
ず
く
っ
つ
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
私
た
ち
人
が
、
何
ら
か
の
危
機
に
接

し
て
、
恐
れ
や
不
安
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
感

情
を
経
験
し
た
時
に
、
身
体
的
な
意
味
で
も
、

あ
る
い
は
心
理
的
な
意
味
で
も
、（
必
ず
し
も

親
に
限
定
さ
れ
な
い
）誰
か
特
定
の
人
に
く
っ

つ
き
た
い
と
強
く
思
う
感
情
、
そ
し
て
現
に

く
っ
つ
こ
う
と
す
る
行
動
の
傾
向
を
指
し
て

言
い
ま
す
。

　
危
機
な
ど
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
に

聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
小

さ
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、そ
れ
こ
そ
ち
ょ
っ

と
転
ん
で
痛
い
思
い
を
し
た
り
、
ほ
ん
の
少

し
の
間
で
も
部
屋
に
一
人
置
い
て
お
か
れ
た

り
、
あ
る
い
は
た
だ
初
め
て
の
人
に
出
会
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
も
、
恐
れ
や
不

安
を
感
じ
さ
せ
る
危
機
的
状
況
と
言
え
る
か

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
、
そ
こ
で
現
に
恐

が
っ
た
り
不
安
が
っ
た
り
し
て
、
す
ぐ
に
身

近
に
い
る
親
や
保
育
者
な
ど
に
泣
き
な
が
ら
、

駆
け
寄
っ
た
り
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
く
っ
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
恐
れ
や
不
安
の

感
情
か
ら
立
ち
直
り
、
ま
た
元
の
平
常
状
態

に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
一
つ
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
く
っ
つ
き
は
く
っ
つ
き

で
も
、
基
本
的
に
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
に
結
び

つ
い
た
く
っ
つ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
逆

に
言
え
ば
、
楽
し
く
て
仕
方
が
な
く
て
も
っ

と
遊
ん
で
欲
し
く
て
く
っ
つ
く
と
い
う
の
は
、

本
来
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
た
だ
皮
膚
と
皮
膚
と
が
く
っ
つ
い
て

気
持
ち
が
い
い
と
い
う
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
も

全
く
違
っ
た
も
の
で
す
。
親
や
保
育
者
な
ど

に
向
か
っ
て
よ
く
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
重
要

で
す
と
言
っ
た
り
す
る
と
、「
そ
れ
っ
て
、
子

ど
も
を
た
く
さ
ん
、
ま
た
長
く
し
っ
か
り
と

抱
っ
こ
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
は
、
た
だ
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
れ
ば
よ

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
、
恐
い
、
不
安
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の

感
情
が
崩
れ
た
時
に
、
大
人
が
し
っ
か
り
と

そ
れ
を
受
け
止
め
て
、
元
通
り
に
立
て
直
し

て
あ
げ
る
こ
と
、
安
心
感
を
与
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
強
調
す
る

考
え
方
な
の
で
す
。

　
実
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
お
け
る
最
も
重

要
な
部
分
は
、
い
か
に
こ
の
安
心
感
を
与
え

ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
手
段
は
た
だ
一
つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。確
か
に
、子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
頃
は
、

抱
っ
こ
な
ど
の
身
体
的
な
接
触
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
と
え
抱
っ
こ
が
な
く
と
も
、
大

人
は
温
か
な
表
情
や
声
で
、
ま
た
言
葉
で
も

子
ど
も
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
、徐
々
に
、身
体
的
な
つ
な
が
り
以
上
に
、

こ
う
し
た
表
情
や
声
、
言
葉
な
ど
に
よ
る
心

理
的
な
つ
な
が
り
の
重
要
性
が
増
し
て
い
く

の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、

子
ど
も
が
ど
う
い
う
手
段
で
あ
れ
、
い
っ
た

ん
、
恐
れ
や
不
安
か
ら
立
ち
直
り
、
安
心
感

に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
多
く
の
場
合
、

ご
く
自
然
な
形
で
大
人
か
ら
離
れ
、
ま
た
一

人
で
、
あ
る
い
は
仲
間
同
士
で
自
発
的
に
遊

び
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
度
、
安
心

感
を
得
た
子
ど
も
は
、
大
人
の
も
と
に
ず
っ

と
留
ま
っ
て
、
く
っ
つ
き
続
け
る
と
い
う
こ

と
を
大
概
は
し
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
一
つ
の
逆
説
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、恐
く
て
不
安
な
時
に
し
っ

か
り
と
特
定
の
大
人
に
く
っ
つ
き
、
そ
の
度

ご
と
に
安
心
感
を
確
実
に
得
ら
れ
て
い
た
子

ど
も
ほ
ど
、「
何
か
あ
れ
ば
あ
の
人
の
と
こ
ろ

に
行
け
ば
絶
対
守
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
」
と

い
う
確
か
な
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
分
だ
け
、
徐
々
に
、
あ
ま
り
人

に
ベ
タ
ベ
タ
く
っ
つ
か
ず
、
依
存
せ
ず
に
、

ち
ゃ
ん
と
一
人
で
自
律
的
に
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
理
論
の
創
始
者
で
あ
る

ジ
ョ
ン
・
ボ
ウ
ル
ビ
ィ
と
い
う
児
童
精
神
科

医
は
、
親
や
保
育
者
な
ど
の
大
人
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
「
安
心
の
基
地
」
あ
る
い
は
「
安

全
な
避
難
所
」
と
し
て
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は
特

に
感
情
の
崩
れ
が
な
く
落
ち
着
い
て
い
る
時

に
は
、
身
近
な
大
人
を
「
安
心
の
基
地
」
と

し
て
、
そ
こ
を
拠
点
に
活
動
の
範
囲
を
広
げ
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら

思
い
切
り
遊
び
、
探
索
や
冒
険
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
探
索
や
冒
険
の
最
中
に
、

遊
び
疲
れ
た
り
、
転
ん
で
痛
い
思
い
を
し
た

り
、
知
ら
な
い
人
に
出
会
っ
て
び
っ
く
り
し

た
り
し
て
、
恐
れ
や
不
安
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
の
感
情
が
生
じ
る
と
、子
ど
も
は
、今
度
は
、

信
頼
で
き
る
大
人
、
す
な
わ
ち
あ
そ
こ
に
行

け
ば
必
ず
慰
め
て
も
ら
え
る
は
ず
の
「
安
全

な
避
難
所
」
に
一
目
散
に
駆
け
込
も
う
と
す

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
そ
の
大
人
に

し
っ
か
り
と
く
っ
つ
き
安
心
感
を
取
り
戻
し
、

感
情
の
燃
料
補
給
を
済
ま
せ
る
と
、
再
び
同

じ
大
人
を
「
安
心
の
基
地
」
と
し
て
勇
敢
に

外
界
へ
と
出
て
行
こ
う
と
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
日
常
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の
繰

り
返
し
だ
と
言
え
ま
す
。
あ
る
人
は
、
こ
う

し
た
繰
り
返
し
の
あ
り
様
を
「
安
心
感
の
輪
」

と
呼
び
、
子
育
て
や
保
育
の
基
本
は
、
こ
の

輪
を
ご
く
自
然
に
子
ど
も
に
経
験
さ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
な
の
だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
基
地
や
避
難
所
は
基

本
的
に
ど
っ
し
り
と
構
え
て
あ
ま
り
動
か
な

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
は
、
い
つ
も
子
ど
も
の
後
を

つ
い
て
回
っ
た
り
、
先
回
り
し
て
子
ど
も
が

い
や
な
思
い
を
し
な
く
済
む
よ
う
に
し
て
あ

げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
自
律
的
な

活
動
を
背
後
か
ら
温
か
く
「
見
守
る
」
こ
と
、

「
応
援
す
る
」
こ
と
（
＝「
安
心
の
基
地
」
の

役
割
）、
し
か
し
、
子
ど
も
が
感
情
を
崩
し
て

駆
け
戻
っ
て
き
た
り
し
た
時
に
は
、
今
度
は

可
能
な
限
り
、
そ
の
気
持
ち
に
「
寄
り
添
う
」

こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を
元
通
り
に「
立
て
直
す
」

こ
と
（
＝「
安
全
な
避
難
所
」
の
役
割
）
な
の

で
す
。
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『
他
の
生
き
物
に
も
見
ら
れ
る
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
』

　　実
の
と
こ
ろ
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は

ヒ
ト
と
い
う
生
き
物
だ
け
に
見
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
広
く

ほ
乳
類
や
鳥
類
な
ど
、
様
々
な
生
き
物

の
少
な
く
と
も
親
子
の
関
係
に
は
ご
く

一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
よ
く
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
カ
ル
ガ

モ
の
親
子
が
隊
列
を
な
し
て
か
わ
い
ら

し
く
歩
き
回
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
て
も

微
笑
ま
し
い
光
景
な
わ
け
で
す
が
、
実

は
あ
れ
も
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
一
例
で
、

雛
鳥
は
親
鳥
の
後
を
ひ
た
す
ら
つ
い
て

回
ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
行
動
は
、
親

鳥
が
エ
サ
を
く
れ
よ
う
が
く
れ
ま
い
が

関
係
な
し
に
生
じ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

雛
鳥
は
、
エ
サ
を
も
ら
う
な
ど
、
何
か

の
他
の
目
的
の
た
め
に
で
は
な
く
、
ま

さ
に
く
っ
つ
く
こ
と
そ
れ
自
体
を
目
的

に
し
た
行
動
の
傾
向
を
生
ま
れ
つ
き
備

え
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
今
で
は

多
く
の
研
究
者
が
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
、
例
え
ば
食
べ
た
い
、
眠
り
た
い
、

温
ま
り
た
い
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
生

理
的
欲
求
と
ま
さ
に
同
じ
よ
う
な
意
味

で
、
多
く
の
生
き
物
に
と
っ
て
最
も
基

本
的
な
欲
求
と
し
て
あ
り
、
こ
の
欲
求

が
ち
ゃ
ん
と
適
切
に
満
た
さ
れ
る
こ
と

を
通
し
て
、
そ
の
後
の
健
全
な
成
長
や

発
達
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
考
え
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

東京大学大学院教育学研究科教授
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　こ
れ
か
ら
4
回
に
亘
っ
て
、『
乳
幼
児
期
に

お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
非
認
知
的
な
心

の
発
達
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
文
章
を
綴

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

世
界
の
幼
児
教
育
や
保
育
の
分
野
で
は
、
人

の
生
涯
発
達
の
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
、
IQ

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
認
知
能
力
、
す
な
わ
ち
、

一
般
的
に
は
頭
の
良
さ
と
か
頭
の
で
き
と
呼

ば
れ
る
力
以
外
の
、
一
般
的
に
は
「
非
認
知
」

と
総
称
さ
れ
る
心
の
性
質
に
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
4
回
に
亘
る
連
載
を
通

し
て
、
こ
の
「
非
認
知
」
と
呼
ば
れ
る
心
と

は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
重
要
と
言
え
る
の
か
、
ま
た
こ
う
し
た

心
の
性
質
は
、
幼
少
期
、
い
か
な
る
環
境
で
、

ど
の
よ
う
な
人
に
よ
る
ど
ん
な
働
き
か
け
を

通
し
て
、
培
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
こ
の
連
載
で
は
、
乳
幼
児
期

に
子
ど
も
が
身
近
な
大
人
と
の
間
で
経
験
す

る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
、
こ
の
非
認
知
的
な

心
の
発
達
を
支
え
促
す
鍵
に
な
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
論
を
進
め
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
第
１
回
で
は
、
そ
も
そ
も
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
ま

た
、
私
た
ち
子
ど
も
に
接
す
る
大
人
は
こ
れ

に
関
し
て
ど
ん
な
心
構
え
を
持
っ
て
お
く
べ

き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的

な
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
日
本
で
は
、
長
く
「
愛
着
」

と
言
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は
、
親
と
子

ど
も
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
「
愛
情
」
の
よ

う
な
も
の
、
あ
る
い
は
親
子
の
「
情
緒
的
絆
」

と
し
て
だ
け
理
解
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
は
全
く
誤
り
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
言
葉
の
元
来
の
意
味
は
、
英
語

の
「
ア
タ
ッ
チ
」(attach)

そ
の
も
の
、
つ

ま
り
は
く
っ
つ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ

し
、
い
つ
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
、
あ
る
い
は
誰

彼
か
ま
わ
ず
く
っ
つ
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
私
た
ち
人
が
、
何
ら
か
の
危
機
に
接

し
て
、
恐
れ
や
不
安
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
感

情
を
経
験
し
た
時
に
、
身
体
的
な
意
味
で
も
、

あ
る
い
は
心
理
的
な
意
味
で
も
、（
必
ず
し
も

親
に
限
定
さ
れ
な
い
）誰
か
特
定
の
人
に
く
っ

つ
き
た
い
と
強
く
思
う
感
情
、
そ
し
て
現
に

く
っ
つ
こ
う
と
す
る
行
動
の
傾
向
を
指
し
て

言
い
ま
す
。

　
危
機
な
ど
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
に

聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
小

さ
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、そ
れ
こ
そ
ち
ょ
っ

と
転
ん
で
痛
い
思
い
を
し
た
り
、
ほ
ん
の
少

し
の
間
で
も
部
屋
に
一
人
置
い
て
お
か
れ
た

り
、
あ
る
い
は
た
だ
初
め
て
の
人
に
出
会
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
も
、
恐
れ
や
不

安
を
感
じ
さ
せ
る
危
機
的
状
況
と
言
え
る
か

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
、
そ
こ
で
現
に
恐

が
っ
た
り
不
安
が
っ
た
り
し
て
、
す
ぐ
に
身

近
に
い
る
親
や
保
育
者
な
ど
に
泣
き
な
が
ら
、

駆
け
寄
っ
た
り
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
く
っ
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
恐
れ
や
不
安
の

感
情
か
ら
立
ち
直
り
、
ま
た
元
の
平
常
状
態

に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
一
つ
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
く
っ
つ
き
は
く
っ
つ
き

で
も
、
基
本
的
に
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
に
結
び

つ
い
た
く
っ
つ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
逆

に
言
え
ば
、
楽
し
く
て
仕
方
が
な
く
て
も
っ

と
遊
ん
で
欲
し
く
て
く
っ
つ
く
と
い
う
の
は
、

本
来
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
た
だ
皮
膚
と
皮
膚
と
が
く
っ
つ
い
て

気
持
ち
が
い
い
と
い
う
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
も

全
く
違
っ
た
も
の
で
す
。
親
や
保
育
者
な
ど

に
向
か
っ
て
よ
く
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
重
要

で
す
と
言
っ
た
り
す
る
と
、「
そ
れ
っ
て
、
子

ど
も
を
た
く
さ
ん
、
ま
た
長
く
し
っ
か
り
と

抱
っ
こ
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
は
、
た
だ
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
れ
ば
よ

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
、
恐
い
、
不
安
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の

感
情
が
崩
れ
た
時
に
、
大
人
が
し
っ
か
り
と

そ
れ
を
受
け
止
め
て
、
元
通
り
に
立
て
直
し

て
あ
げ
る
こ
と
、
安
心
感
を
与
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
強
調
す
る

考
え
方
な
の
で
す
。

　
実
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
お
け
る
最
も
重

要
な
部
分
は
、
い
か
に
こ
の
安
心
感
を
与
え

ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
手
段
は
た
だ
一
つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。確
か
に
、子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
頃
は
、

抱
っ
こ
な
ど
の
身
体
的
な
接
触
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
と
え
抱
っ
こ
が
な
く
と
も
、
大

人
は
温
か
な
表
情
や
声
で
、
ま
た
言
葉
で
も

子
ど
も
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
、徐
々
に
、身
体
的
な
つ
な
が
り
以
上
に
、

こ
う
し
た
表
情
や
声
、
言
葉
な
ど
に
よ
る
心

理
的
な
つ
な
が
り
の
重
要
性
が
増
し
て
い
く

の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、

子
ど
も
が
ど
う
い
う
手
段
で
あ
れ
、
い
っ
た

ん
、
恐
れ
や
不
安
か
ら
立
ち
直
り
、
安
心
感

に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
多
く
の
場
合
、

ご
く
自
然
な
形
で
大
人
か
ら
離
れ
、
ま
た
一

人
で
、
あ
る
い
は
仲
間
同
士
で
自
発
的
に
遊

び
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
度
、
安
心

感
を
得
た
子
ど
も
は
、
大
人
の
も
と
に
ず
っ

と
留
ま
っ
て
、
く
っ
つ
き
続
け
る
と
い
う
こ

と
を
大
概
は
し
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
一
つ
の
逆
説
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、恐
く
て
不
安
な
時
に
し
っ

か
り
と
特
定
の
大
人
に
く
っ
つ
き
、
そ
の
度

ご
と
に
安
心
感
を
確
実
に
得
ら
れ
て
い
た
子

ど
も
ほ
ど
、「
何
か
あ
れ
ば
あ
の
人
の
と
こ
ろ

に
行
け
ば
絶
対
守
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
」
と

い
う
確
か
な
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
分
だ
け
、
徐
々
に
、
あ
ま
り
人

に
ベ
タ
ベ
タ
く
っ
つ
か
ず
、
依
存
せ
ず
に
、

ち
ゃ
ん
と
一
人
で
自
律
的
に
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
理
論
の
創
始
者
で
あ
る

ジ
ョ
ン
・
ボ
ウ
ル
ビ
ィ
と
い
う
児
童
精
神
科

医
は
、
親
や
保
育
者
な
ど
の
大
人
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
「
安
心
の
基
地
」
あ
る
い
は
「
安

全
な
避
難
所
」
と
し
て
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は
特

に
感
情
の
崩
れ
が
な
く
落
ち
着
い
て
い
る
時

に
は
、
身
近
な
大
人
を
「
安
心
の
基
地
」
と

し
て
、
そ
こ
を
拠
点
に
活
動
の
範
囲
を
広
げ
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら

思
い
切
り
遊
び
、
探
索
や
冒
険
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
探
索
や
冒
険
の
最
中
に
、

遊
び
疲
れ
た
り
、
転
ん
で
痛
い
思
い
を
し
た

り
、
知
ら
な
い
人
に
出
会
っ
て
び
っ
く
り
し

た
り
し
て
、
恐
れ
や
不
安
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
の
感
情
が
生
じ
る
と
、子
ど
も
は
、今
度
は
、

信
頼
で
き
る
大
人
、
す
な
わ
ち
あ
そ
こ
に
行

け
ば
必
ず
慰
め
て
も
ら
え
る
は
ず
の
「
安
全

な
避
難
所
」
に
一
目
散
に
駆
け
込
も
う
と
す

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
そ
の
大
人
に

し
っ
か
り
と
く
っ
つ
き
安
心
感
を
取
り
戻
し
、

感
情
の
燃
料
補
給
を
済
ま
せ
る
と
、
再
び
同

じ
大
人
を
「
安
心
の
基
地
」
と
し
て
勇
敢
に

外
界
へ
と
出
て
行
こ
う
と
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
日
常
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の
繰

り
返
し
だ
と
言
え
ま
す
。
あ
る
人
は
、
こ
う

し
た
繰
り
返
し
の
あ
り
様
を
「
安
心
感
の
輪
」

と
呼
び
、
子
育
て
や
保
育
の
基
本
は
、
こ
の

輪
を
ご
く
自
然
に
子
ど
も
に
経
験
さ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
な
の
だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
基
地
や
避
難
所
は
基

本
的
に
ど
っ
し
り
と
構
え
て
あ
ま
り
動
か
な

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
は
、
い
つ
も
子
ど
も
の
後
を

つ
い
て
回
っ
た
り
、
先
回
り
し
て
子
ど
も
が

い
や
な
思
い
を
し
な
く
済
む
よ
う
に
し
て
あ

げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
自
律
的
な

活
動
を
背
後
か
ら
温
か
く
「
見
守
る
」
こ
と
、

「
応
援
す
る
」
こ
と
（
＝「
安
心
の
基
地
」
の

役
割
）、
し
か
し
、
子
ど
も
が
感
情
を
崩
し
て

駆
け
戻
っ
て
き
た
り
し
た
時
に
は
、
今
度
は

可
能
な
限
り
、
そ
の
気
持
ち
に
「
寄
り
添
う
」

こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を
元
通
り
に「
立
て
直
す
」

こ
と
（
＝「
安
全
な
避
難
所
」
の
役
割
）
な
の

で
す
。
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『
他
の
生
き
物
に
も
見
ら
れ
る
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
』

　　実
の
と
こ
ろ
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は

ヒ
ト
と
い
う
生
き
物
だ
け
に
見
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
広
く

ほ
乳
類
や
鳥
類
な
ど
、
様
々
な
生
き
物

の
少
な
く
と
も
親
子
の
関
係
に
は
ご
く

一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
よ
く
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
カ
ル
ガ

モ
の
親
子
が
隊
列
を
な
し
て
か
わ
い
ら

し
く
歩
き
回
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
て
も

微
笑
ま
し
い
光
景
な
わ
け
で
す
が
、
実

は
あ
れ
も
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
一
例
で
、

雛
鳥
は
親
鳥
の
後
を
ひ
た
す
ら
つ
い
て

回
ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
行
動
は
、
親

鳥
が
エ
サ
を
く
れ
よ
う
が
く
れ
ま
い
が

関
係
な
し
に
生
じ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

雛
鳥
は
、
エ
サ
を
も
ら
う
な
ど
、
何
か

の
他
の
目
的
の
た
め
に
で
は
な
く
、
ま

さ
に
く
っ
つ
く
こ
と
そ
れ
自
体
を
目
的

に
し
た
行
動
の
傾
向
を
生
ま
れ
つ
き
備

え
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
今
で
は

多
く
の
研
究
者
が
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
、
例
え
ば
食
べ
た
い
、
眠
り
た
い
、

温
ま
り
た
い
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
生

理
的
欲
求
と
ま
さ
に
同
じ
よ
う
な
意
味

で
、
多
く
の
生
き
物
に
と
っ
て
最
も
基

本
的
な
欲
求
と
し
て
あ
り
、
こ
の
欲
求

が
ち
ゃ
ん
と
適
切
に
満
た
さ
れ
る
こ
と

を
通
し
て
、
そ
の
後
の
健
全
な
成
長
や

発
達
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
考
え
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

東京大学大学院教育学研究科教授
同附属発達保育実践政策学センター長
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保育の窓 保育の窓

　
私
が
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
幼
稚
園
の
と
き
の
先
生
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
先
生
は
私
が
習
っ

て
い
た
ダ
ン
ス
を
観
に
来
て
く
れ
て
い
つ

も
応
援
し
て
く
れ
て
、
私
も
そ
ん
な
風
に

子
ど
も
の
夢
を
応
援
で
き
る
優
し
い
先
生

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
念
願
の
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と
が

で
き
、
毎
日
期
待
と

不
安
で
わ
く
わ
く
し

て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。し
か
し
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
新
年
度
が

始
ま
ら
ず
、
不
安
だ

け
が
募
り
ま
し
た
。

　
い
ざ
、
子
ど
も
た

ち
が
登
園
す
る
と
覚

え
る
こ
と
と
責
任
の

重
さ
で
一
杯
一
杯
。

1
日
が
と
て
も
早
く

過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
毎
日
予
想
外
の

こ
と
ば
か
り
で
、
悩
む
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
い
ら

れ
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
お
陰
で
す
。

大
人
が
想
像
も
し
な
い
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
の
発
言
に
元
気
を
も
ら
っ
た
り
、
何
気

な
い
行
動
に
心
を
癒
さ
れ
た
り
し
て
い
る

と
「
今
度
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か

な
？
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
が
私
の

中
に
芽
生
え
、
ど
ん
ど
ん
前
向
き
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
運
動
会
や
お
ゆ
う
ぎ
会

の
行
事
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
大
き
な
成

長
に
喜
び
を
感
じ
、
一
緒
に
楽
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
年
目
の
冬
に
な
り
、
や
っ
と
少
し
ゆ

と
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
を
も
っ
と
理
解
し
て
、
可
能
性
を

広
げ
た
り
、
や
り
た
い
事
の
背
中
を
押
し

て
あ
げ
た
り
と
成
長
の
手
助
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
幼
稚
園
の
先

生
と
い
う
仕
事

は
、
子
ど
も
た
ち

に
教
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
私
が

学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
返

答
や
反
応
か
ら

「
次
は
こ
う
い
う

言
い
方
を
し
て
み

よ
う
。」「
こ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て

み
よ
う
。」
と
日
々
思
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
先
生

方
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
1
年
目
で
学
ん
だ

事
を
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
保
育
に
良
い
形

で
取
り
入
れ
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
せ

る
日
々
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
初
心
を
忘

れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
応
援
し
て
い

く
先
生
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
働
い
て
、
も
う
す

ぐ
1
年
に
な
り
ま
す
。
私
が
進
路
を
決
め

る
時
、
ま
だ
将
来
何
の
職
に
つ
き
た
い
か

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
職
業
に
つ
い
て
調
べ
、
パ
テ
シ
ェ
や
パ

ン
屋
な
ど
も
視
野
に
入
れ
考
え
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
が
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
の
中
で
施
設
、
幼

稚
園
教
諭
、
保
育
士

に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
調
べ
て
い
た
時
、

私
が
子
ど
も
の
頃
幼

稚
園
の
先
生
た
ち

に
、
わ
が
ま
ま
を

言
っ
て
も
優
し
く
応

え
て
も
ら
っ
た
り
、

一
緒
に
楽
し
く
遊
ん

で
も
ら
っ
た
り
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
士
に

興
味
を
も
ち
ま
し

た
。
高
校
を
卒
業
し
、

保
育
の
勉
強
を
す
る

た
め
保
育
の
専
門
学

校
に
進
み
ま
し
た
。

専
門
学
校
で
は
保
育

の
教
材
を
作
っ
た
り
「
保
育
を
す
る
」
と

は
ど
の
よ
う
な
仕
事
な
の
か
を
勉
強
し
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ

は
少
し
苦
手
で
し
た
が
、
友
達
に
教
え
て

も
ら
っ
た
り
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
、
苦
な
く
練
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
実
習
は
大
変
で

し
た
が
、
充
実
し
て
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
習
を
終
え
た
頃
に
は
、
幼
稚

園
の
先
生
に
な
り
た
い
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
夢
だ
っ
た

幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
も
う
す
ぐ
1
年
に

な
り
ま
す
。
幼
稚
園
で
の
毎
日
は
、
授
業

で
勉
強
し
て
い
た
よ
り
も
大
変
で
す
。
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
す
中
で
叱
り
た

く
な
く
て
も
、
叱
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
し
、
今
日
も
楽
し
か
っ

た
と
言
っ
て
笑
顔
で
1
日
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に

日
々
の
保
育
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
言
葉
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
子

や
、
ト
イ
レ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
子
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の

日
々
の
成
長
が
見
ら

れ
る
の
が
毎
日
の
楽

し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
華

菜
先
生
に
会
い
た
い

と
登
園
し
て
く
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
休

園
、
密
を
避
け
て
の

保
育
や
行
事
の
見
直
し
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
先
輩
の
先
生
方
と
協
力
し
て
保
育
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
す
る

機
会
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
リ
モ
ー

ト
研
修
な
ど
新
し
い
型
で
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
を

振
り
返
り
学
ん
だ
こ
と
や
反
省
点
を
生
か

し
て
2
年
目
か
ら
は
保
護
者
の
方
か
ら
信

頼
さ
れ
、
同
僚
の
先
生
方
か
ら
も
頼
ら
れ

る
よ
う
に
日
々
努
力
を
し
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

子
ど
も
の
背
中
を
押
せ
る
保
育
者
に

沼
津
梅
花
幼
稚
園

　
小
学
生
か
ら
の
夢
だ
っ
た
「
先
生
」
と

し
て
働
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
５
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
思
い
通
り
に
い

か
な
い
日
々
が
続
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

仕
事
が
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
・
・
・
そ
ん
な
思
い
が
何
度
も
頭
の
中

を
よ
ぎ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

今
で
は
「
先
生
っ
て
楽
し
い
！
」
と
心
の

底
か
ら
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
先
輩
と
の
会

話
に
出
て
き
た
、
あ

る
言
葉
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と

が
分
か
ら
な
か
っ
た

１
年
目
。
年
少
組
を

受
け
持
た
せ
て
い
た

だ
い
た
私
は
、
勉
強
、

勉
強
の
毎
日
で
し
た
。

保
育
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
に
気
づ
け
る
余

裕
な
ど
一
切
な
か
っ

た
の
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
。
で
も
そ
ん

な
私
を
変
え
て
く
れ

た
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
が
好
き
」

と
い
う
言
葉
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
当
時
の

私
は
、
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
子
ど
も
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目

な
ど
感
じ
た
こ
と
が
な
く
、
と
て
も
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

言
葉
を
聞
い
た
時
、「
私
も
見
て
み
た

い
！
」
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
た
日
か

ら
、
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
側
の
立
場
で

保
育
の
内
容
を
考
え
る
こ
と
、
自
分
自
身

も
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
あ
れ
か
ら
１
年
が
経
っ
た
２
年

目
の
時
。
つ
い
に
私
に
も
、「
キ
ラ
キ
ラ

し
た
目
」
を
感
じ
ら
れ
る
日
が
訪
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
運
動
会
後
に
行
っ
た
お
や

つ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
の
こ
と
で
す
。
材
料

を
出
し
た
り
、
手
順
を
話
し
て
い
く
中
で
、

次
は
何
が
始
ま
る
の
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち

が
夢
中
に
な
っ
て

話
を
聞
い
て
く
れ

た
の
で
す
。
本
当

に
子
ど
も
た
ち
の

目
が
輝
い
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
し

た
。
私
が
初
め
て
、

保
育
の
楽
し
さ
に

気
づ
け
た
瞬
間
で

す
。
今
で
も
そ
の

場
面
が
思
い
出
さ

れ
る
ほ
ど
、
嬉
し

い
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

私
に
保
育
の
魅
力

を
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
そ
し
て
、
現
在
も
年
少
組
の
担
任
。「
キ

ラ
キ
ラ
し
た
目
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
、日
々

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
保
育
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
に
毎
日
の
よ
う
に「
今

日
も
楽
し
か
っ
た
ね
！
」
と
声
を
掛
け
、

満
足
そ
う
に
帰
っ
て
い
く
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
が
い
ま
す
。
嬉
し
す
ぎ
る
瞬
間
で
す
。

５
年
経
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
初
心
を
忘

れ
ず
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

黒
田
幼
稚
園

野
澤 

実
由

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

私
を
変
え
て
く
れ
た
言
葉

　

　
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と
は
、
私
の

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
し
た
。
幼
稚
園
時

代
の
担
任
の
先
生
が
大
好
き
で
、
憧
れ
の

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
姉
が
先
に
幼
稚
園

の
先
生
と
い
う
職
業
に
就
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
身
近
な
存
在
が
夢
の
後
押
し
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
初
め
て
の
担
任
は
年
少
児
ク

ラ
ス
で
し
た
。
大
先
輩

の
先
生
と
ペ
ア
を
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
2
人

担
任
と
し
て
の
1
年
目

が
始
ま
り
ま
し
た
。
夢

を
叶
え
て
嬉
し
い
気
持

ち
の
反
面
、
毎
日
が
失

敗
の
連
続
で
、
ど
う
し

た
ら
上
手
に
保
育
を
進

め
ら
れ
る
の
か
と
思
い

悩
む
日
々
で
し
た
。
先

輩
の
先
生
は
子
ど
も
た

ち
を
惹
き
つ
け
る
と
て

も
楽
し
い
保
育
を
さ
れ

て
い
て
、
私
も
こ
ん
な

ふ
う
に
保
育
で
き
た
ら
・
・
・
と
強
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
日
々
自
分
な
り
に
考
え
な

が
ら
も
困
っ
た
時
は
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
一
緒
に
働
く

先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
自
分
の
行
い
た
い
保
育

に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
失
敗

を
し
て
も
挫
け
ず
に
反
省
を
活
か
し
て
頑

張
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
8
年
目
の
今
は
再
び
年
少
児
ク
ラ
ス
の

担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
年
中
児
ク
ラ
ス
、
年
長
児
ク

ラ
ス
の
担
任
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
正

直
、
大
変
だ
と
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
ど
の
学
年
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
さ
と
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
。
幼
稚
園
の
先
生
と
い
う
職
業
は
と
て

も
魅
力
的
で
あ
り
、
こ
の
職
業
に
就
け
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

ま
た
、
何
よ
り
楽
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、

個
性
豊
か
で
特
徴
が
異
な
る
子
ど
も
た
ち

と
毎
日
過
ご
せ
る
こ
と

で
す
。
ク
ラ
ス
人
数
分

の
姿
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
援
助
が
難
し
い

と
感
じ
る
事
は
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
が
見
せ
て
く
れ

る
成
長
は
本
当
に
素
晴

ら
し
く
、
感
動
す
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
純
粋

で
素
直
な
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

は
、
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
を
卒
園
し

て
も
元
気
に
活
躍
し
、
幼
稚
園
に
遊
び
に

来
て
く
れ
た
子
ど
も
と
会
う
事
が
で
き
た

際
に
も
喜
び
と
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
、
成
長
の
手
助
け

が
出
来
る
保
育
者
を
目
指
し
て
い
き
た
い

で
す
。
私
が
憧
れ
の
気
持
ち
を
持
っ
た
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
安
心
で

き
る
大
好
き
な
先
生
に
な
れ
る
よ
う
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

憧
れ
の
幼
稚
園
の
先
生
に
な
っ
て

富
塚
幼
稚
園      

川
村 

磨
央

土
屋 

桃
花

コミュニティコミュニティ コミュニティコミュニティ

蒲
原
聖
母
幼
稚
園

志
村 

華
菜
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私
が
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
幼
稚
園
の
と
き
の
先
生
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
先
生
は
私
が
習
っ

て
い
た
ダ
ン
ス
を
観
に
来
て
く
れ
て
い
つ

も
応
援
し
て
く
れ
て
、
私
も
そ
ん
な
風
に

子
ど
も
の
夢
を
応
援
で
き
る
優
し
い
先
生

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
念
願
の
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と
が

で
き
、
毎
日
期
待
と

不
安
で
わ
く
わ
く
し

て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。し
か
し
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
新
年
度
が

始
ま
ら
ず
、
不
安
だ

け
が
募
り
ま
し
た
。

　
い
ざ
、
子
ど
も
た

ち
が
登
園
す
る
と
覚

え
る
こ
と
と
責
任
の

重
さ
で
一
杯
一
杯
。

1
日
が
と
て
も
早
く

過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
毎
日
予
想
外
の

こ
と
ば
か
り
で
、
悩
む
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
い
ら

れ
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
お
陰
で
す
。

大
人
が
想
像
も
し
な
い
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
の
発
言
に
元
気
を
も
ら
っ
た
り
、
何
気

な
い
行
動
に
心
を
癒
さ
れ
た
り
し
て
い
る

と
「
今
度
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か

な
？
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
が
私
の

中
に
芽
生
え
、
ど
ん
ど
ん
前
向
き
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
運
動
会
や
お
ゆ
う
ぎ
会

の
行
事
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
大
き
な
成

長
に
喜
び
を
感
じ
、
一
緒
に
楽
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
年
目
の
冬
に
な
り
、
や
っ
と
少
し
ゆ

と
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
を
も
っ
と
理
解
し
て
、
可
能
性
を

広
げ
た
り
、
や
り
た
い
事
の
背
中
を
押
し

て
あ
げ
た
り
と
成
長
の
手
助
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
幼
稚
園
の
先

生
と
い
う
仕
事

は
、
子
ど
も
た
ち

に
教
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
私
が

学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
返

答
や
反
応
か
ら

「
次
は
こ
う
い
う

言
い
方
を
し
て
み

よ
う
。」「
こ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て

み
よ
う
。」
と
日
々
思
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
先
生

方
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
1
年
目
で
学
ん
だ

事
を
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
保
育
に
良
い
形

で
取
り
入
れ
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
せ

る
日
々
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
初
心
を
忘

れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
応
援
し
て
い

く
先
生
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
働
い
て
、
も
う
す

ぐ
1
年
に
な
り
ま
す
。
私
が
進
路
を
決
め

る
時
、
ま
だ
将
来
何
の
職
に
つ
き
た
い
か

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
職
業
に
つ
い
て
調
べ
、
パ
テ
シ
ェ
や
パ

ン
屋
な
ど
も
視
野
に
入
れ
考
え
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
が
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
の
中
で
施
設
、
幼

稚
園
教
諭
、
保
育
士

に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
調
べ
て
い
た
時
、

私
が
子
ど
も
の
頃
幼

稚
園
の
先
生
た
ち

に
、
わ
が
ま
ま
を

言
っ
て
も
優
し
く
応

え
て
も
ら
っ
た
り
、

一
緒
に
楽
し
く
遊
ん

で
も
ら
っ
た
り
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
士
に

興
味
を
も
ち
ま
し

た
。
高
校
を
卒
業
し
、

保
育
の
勉
強
を
す
る

た
め
保
育
の
専
門
学

校
に
進
み
ま
し
た
。

専
門
学
校
で
は
保
育

の
教
材
を
作
っ
た
り
「
保
育
を
す
る
」
と

は
ど
の
よ
う
な
仕
事
な
の
か
を
勉
強
し
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ

は
少
し
苦
手
で
し
た
が
、
友
達
に
教
え
て

も
ら
っ
た
り
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
、
苦
な
く
練
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
実
習
は
大
変
で

し
た
が
、
充
実
し
て
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
習
を
終
え
た
頃
に
は
、
幼
稚

園
の
先
生
に
な
り
た
い
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
夢
だ
っ
た

幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
も
う
す
ぐ
1
年
に

な
り
ま
す
。
幼
稚
園
で
の
毎
日
は
、
授
業

で
勉
強
し
て
い
た
よ
り
も
大
変
で
す
。
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
す
中
で
叱
り
た

く
な
く
て
も
、
叱
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
し
、
今
日
も
楽
し
か
っ

た
と
言
っ
て
笑
顔
で
1
日
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に

日
々
の
保
育
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
言
葉
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
子

や
、
ト
イ
レ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
子
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の

日
々
の
成
長
が
見
ら

れ
る
の
が
毎
日
の
楽

し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
華

菜
先
生
に
会
い
た
い

と
登
園
し
て
く
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
休

園
、
密
を
避
け
て
の

保
育
や
行
事
の
見
直
し
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
先
輩
の
先
生
方
と
協
力
し
て
保
育
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
す
る

機
会
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
リ
モ
ー

ト
研
修
な
ど
新
し
い
型
で
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
を

振
り
返
り
学
ん
だ
こ
と
や
反
省
点
を
生
か

し
て
2
年
目
か
ら
は
保
護
者
の
方
か
ら
信

頼
さ
れ
、
同
僚
の
先
生
方
か
ら
も
頼
ら
れ

る
よ
う
に
日
々
努
力
を
し
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

子
ど
も
の
背
中
を
押
せ
る
保
育
者
に

沼
津
梅
花
幼
稚
園

　
小
学
生
か
ら
の
夢
だ
っ
た
「
先
生
」
と

し
て
働
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
５
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
思
い
通
り
に
い

か
な
い
日
々
が
続
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

仕
事
が
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
・
・
・
そ
ん
な
思
い
が
何
度
も
頭
の
中

を
よ
ぎ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

今
で
は
「
先
生
っ
て
楽
し
い
！
」
と
心
の

底
か
ら
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
先
輩
と
の
会

話
に
出
て
き
た
、
あ

る
言
葉
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と

が
分
か
ら
な
か
っ
た

１
年
目
。
年
少
組
を

受
け
持
た
せ
て
い
た

だ
い
た
私
は
、
勉
強
、

勉
強
の
毎
日
で
し
た
。

保
育
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
に
気
づ
け
る
余

裕
な
ど
一
切
な
か
っ

た
の
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
。
で
も
そ
ん

な
私
を
変
え
て
く
れ

た
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
が
好
き
」

と
い
う
言
葉
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
当
時
の

私
は
、
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
子
ど
も
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目

な
ど
感
じ
た
こ
と
が
な
く
、
と
て
も
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

言
葉
を
聞
い
た
時
、「
私
も
見
て
み
た

い
！
」
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
た
日
か

ら
、
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
側
の
立
場
で

保
育
の
内
容
を
考
え
る
こ
と
、
自
分
自
身

も
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
あ
れ
か
ら
１
年
が
経
っ
た
２
年

目
の
時
。
つ
い
に
私
に
も
、「
キ
ラ
キ
ラ

し
た
目
」
を
感
じ
ら
れ
る
日
が
訪
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
運
動
会
後
に
行
っ
た
お
や

つ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
の
こ
と
で
す
。
材
料

を
出
し
た
り
、
手
順
を
話
し
て
い
く
中
で
、

次
は
何
が
始
ま
る
の
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち

が
夢
中
に
な
っ
て

話
を
聞
い
て
く
れ

た
の
で
す
。
本
当

に
子
ど
も
た
ち
の

目
が
輝
い
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
し

た
。
私
が
初
め
て
、

保
育
の
楽
し
さ
に

気
づ
け
た
瞬
間
で

す
。
今
で
も
そ
の

場
面
が
思
い
出
さ

れ
る
ほ
ど
、
嬉
し

い
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

私
に
保
育
の
魅
力

を
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
そ
し
て
、
現
在
も
年
少
組
の
担
任
。「
キ

ラ
キ
ラ
し
た
目
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
、日
々

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
保
育
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
に
毎
日
の
よ
う
に「
今

日
も
楽
し
か
っ
た
ね
！
」
と
声
を
掛
け
、

満
足
そ
う
に
帰
っ
て
い
く
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
が
い
ま
す
。
嬉
し
す
ぎ
る
瞬
間
で
す
。

５
年
経
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
初
心
を
忘

れ
ず
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

黒
田
幼
稚
園

野
澤 

実
由

幼
稚
園
教
諭
に
な
っ
て

私
を
変
え
て
く
れ
た
言
葉

　

　
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と
は
、
私
の

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
し
た
。
幼
稚
園
時

代
の
担
任
の
先
生
が
大
好
き
で
、
憧
れ
の

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
姉
が
先
に
幼
稚
園

の
先
生
と
い
う
職
業
に
就
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
身
近
な
存
在
が
夢
の
後
押
し
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
就
職
し
て
初
め
て
の
担
任
は
年
少
児
ク

ラ
ス
で
し
た
。
大
先
輩

の
先
生
と
ペ
ア
を
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
2
人

担
任
と
し
て
の
1
年
目

が
始
ま
り
ま
し
た
。
夢

を
叶
え
て
嬉
し
い
気
持

ち
の
反
面
、
毎
日
が
失

敗
の
連
続
で
、
ど
う
し

た
ら
上
手
に
保
育
を
進

め
ら
れ
る
の
か
と
思
い

悩
む
日
々
で
し
た
。
先

輩
の
先
生
は
子
ど
も
た

ち
を
惹
き
つ
け
る
と
て

も
楽
し
い
保
育
を
さ
れ

て
い
て
、
私
も
こ
ん
な

ふ
う
に
保
育
で
き
た
ら
・
・
・
と
強
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
日
々
自
分
な
り
に
考
え
な

が
ら
も
困
っ
た
時
は
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
一
緒
に
働
く

先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
自
分
の
行
い
た
い
保
育

に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
失
敗

を
し
て
も
挫
け
ず
に
反
省
を
活
か
し
て
頑

張
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
8
年
目
の
今
は
再
び
年
少
児
ク
ラ
ス
の

担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
年
中
児
ク
ラ
ス
、
年
長
児
ク

ラ
ス
の
担
任
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
正

直
、
大
変
だ
と
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
ど
の
学
年
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
さ
と
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
。
幼
稚
園
の
先
生
と
い
う
職
業
は
と
て

も
魅
力
的
で
あ
り
、
こ
の
職
業
に
就
け
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

ま
た
、
何
よ
り
楽
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、

個
性
豊
か
で
特
徴
が
異
な
る
子
ど
も
た
ち

と
毎
日
過
ご
せ
る
こ
と

で
す
。
ク
ラ
ス
人
数
分

の
姿
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
援
助
が
難
し
い

と
感
じ
る
事
は
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
が
見
せ
て
く
れ

る
成
長
は
本
当
に
素
晴

ら
し
く
、
感
動
す
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
純
粋

で
素
直
な
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

は
、
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
を
卒
園
し

て
も
元
気
に
活
躍
し
、
幼
稚
園
に
遊
び
に

来
て
く
れ
た
子
ど
も
と
会
う
事
が
で
き
た

際
に
も
喜
び
と
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
、
成
長
の
手
助
け

が
出
来
る
保
育
者
を
目
指
し
て
い
き
た
い

で
す
。
私
が
憧
れ
の
気
持
ち
を
持
っ
た
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
安
心
で

き
る
大
好
き
な
先
生
に
な
れ
る
よ
う
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

憧
れ
の
幼
稚
園
の
先
生
に
な
っ
て

富
塚
幼
稚
園      

川
村 

磨
央

土
屋 

桃
花

コミュニティコミュニティ コミュニティコミュニティ

蒲
原
聖
母
幼
稚
園

志
村 

華
菜
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の
で
断
片
的
に
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
は
こ
う
や
っ
て
毎
日
少
し
ず
つ
大
き
く

な
って
い
く
の
だ
な
」と
実
感
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
に
つ
ら
れ
て
、親
も
成
長
さ
せ
ら

れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。子
ど
も
を
持
つ
前
は
、自

分
の
中
に
未
熟
な
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
気
が

し
ま
す
が
、
子
育
て
を
通
じ
て
、
自
分
も
た
く
さ

ん
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。独
身
時
代
の

わ
が
ま
ま
な
自
分
が
本
当
に
恥
ず
か
し
い
く
ら
い

で
す
。子
育
て
は
非
常
に
価
値
の
あ
る
体
験
で
は

な
い
か
と
、つ
く
づ
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
幼
稚

園
も
非
常
に
大
き
な
存
在
で
す
。長
男
か
ら
始

ま
り
、
幼
稚
園
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

六
年
目
に
な
り
ま
す
が
、「
今
日
は
幼
稚
園
行
き

た
く
な
い
」と
駄
々
を
こ
ね
た
こ
と
は一度
も
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
に
と
って
、幼
稚

園
は
居
心
地
の
良
い
空
間
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

園
長
先
生
を
は
じ
め
、先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝

の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に

親
も
一緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
な
い
く
ら
い
逞
し
く
な
り
、
親
と
し
て
と

て
も
喜
ば
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
三
男
は
生
後
六
カ
月
か
ら
お
世
話
に
な
って

い
る
た
め
、
約
六
年
間
在
園
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。当
時
は
物
心
が
つ
く
前
に
園
に
預
け
る

こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
大
き
な
病
気
も
な
く
、
元
気
に
過
ご
せ
て
い

る
の
は
乳
児
期
の
園
で
の
生
活
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
思
って
い
ま
す
。園
で
過
ご
す
時

間
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
心
の
糧
に
、

優
し
く
元
気
な
小
学

生
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
長
年
お

世
話
に
な
っ
た
わ
か
ば

幼
稚
園
へ
の
恩
返
し
に

な
れ
ば
と
令
和
元
年

度
か
ら
保
護
者
会
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。

当
初
は
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
役
員
さ
ん

を
は
じ
め
保
護
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
円
滑
な
保
護

者
会
活
動
を
運
営
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
恒
例
行
事
が
中
止
や
縮
小
と
な
り
、
残
念

な
思
い
を
し
た
の
は
私
達
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。未
だ
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
私
達

の
生
活
や
園
で
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
本
当
に
憎
く
思
い
ま
す
。一刻

も
早
く
収
束
し
、も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と

を
切
に
願
って
お
り
ま
す
。こ
の
先
も
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
共
に
頑
張
ろ
う
！

　

我
が
家
に
は
九
歳
の
長
男
・
六
歳
の
長
女
・

五
歳
の
次
女
が
い
ま
す
。長
男
が
誕
生
し
て
以
来
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と
、

感
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
幸
せ
な
気
分
に
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
、本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

  

次
女
は
、何
で
も
兄
と
姉
の
真
似
を
し
た
が
り
、

一歳
七
ヶ
月
の
頃
に
は
オ
ム
ツ
を
卒
業
し
て
パ
ン
ツ

を
は
い
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。長
女
は
絵

本
が
と
に
か
く
好
き
で
、
い
つ
も
絵
本
を
読
ん
で

い
る
う
ち
に
あ
っ
と
い
う
間
に
ひ
ら
が
な
を
覚
え
、

ま
だ
就
学
前
な
の
に
漢
字
を
た
く
さ
ん
読
め
る

よ
う
に
な
って
い
ま
す
。本
当
に
感
心
で
す
。

　
最
近
で
は
、
三
人
揃
って
空
手
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
の
予
想
に
反
し
て
、
三
人
と
も
稽
古
を
気

に
いっ
た
よ
う
で
、中
で
も
長
男
が一番
意
欲
的
で
、

い
ち
早
く
昇
級
し
、更
に
上
の
級
を
目
指
し
、毎

週
稽
古
に
、真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
、
子
ど
も
た
ち
が
美
味
し
そ
う
に
ご
飯

を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
一緒
に

な
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
と
て
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。妻
も
子
ど
も

と
い
る
時
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に

し
て
い
ま
す
し
、
笑
顔
が
増
え
た

気
が
し
ま
す
。

　
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、親
は
子
ど
も
の
様
子
を
毎
日

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
の
子

は
毎
日
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

　
我
が
家
に
は
中
学
三
年
生
の
長
男
、
中
学
一

年
生
の
次
男
、
年
長
組
の
三
男
が
い
ま
す
が
、

揃
っ
て
わ
か
ば
幼
稚
園
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。三
人
の
在
園
期
間
を
合
わ
せ
る
と
「
十
一

年
」に
も
な
り
、
長
年
に
わ
た
り
我
が
子
の
乳

幼
児
期
の
教
育
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
先
生

方
に
は
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
当
時
を

振
り
返
る
と
、
長
男
は

乳
児
期
に
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、

園
の
生
活
に
馴
染
め
る

か
と
心
配
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
親
の

心
配
を
よ
そ
に
楽
し
い

園
生
活
が
送
れ
た
よ

う
で
、
そ
の
表
れ
に
卒

園
式
で
は
み
ん
な
と
の

別
れ
が
辛
く
、
人
一
倍

泣
い
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　
次
男
は
園
に
行
き

た
が
ら
ず
、
送
り
届
け
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

迎
え
の
バ
ス
が
来
て
も
大
泣
き
し
て
乗
車
を
拒

否
。登
園
を
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
に
変
え
て
も
先

生
と
車
か
ら
引
っ
張
り
出
す
こ
と
が
毎
日
の
日

課
で
し
た
。当
時
は
大
変
で
恥
ず
か
し
く
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出
に

な
って
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
長
男
と
次
男
の
現
在
は
、
小
学
校
か

ら
始
め
た
野
球
に
打
ち
込
み
、当
時
か
ら
想
像

我
が
子
の
成
長
と
保
護
者
会
活
動

親
の
成
長

静
岡
聖
光
幼
稚
園

　

鍵
山 

晃
一

小
西 

謙
司

認
定
こ
ど
も
園
わ
か
ば
幼
稚
園

保
護
者
会
長
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

健康随想
２

新型コロナウイルスと
子ども・保育者の健康

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（CO

V
ID
-19

）

感
染
者
の
急
増
を
う
け
て
、
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

初
回
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く

の
患
者
が
い
て
、東
京
で
は
身
近
な
と
こ

ろ
で
感
染
者
が
連
日
発
生
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
所
も
手
一
杯
で
、
感

染
し
て
少
し
具
合
が
悪
く
て
も
自
宅

待
機
に
な
る
可
能
性
が
高
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
や
自
分

自
身
を
守
る
た
め
に
行
う
べ
き
感
染
対

策
と
自
己
管
理
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　（
１
）感
染
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

　感
染
対
策
の
基
本
は
感
染
が
成
立

す
る
各
ス
テ
ッ
プ
を
複
数
の
方
法
で
ブ

ロッ
ク
す
る
事
で
す（
図
）。微
生
物
の
種

類
に
よ
っ
て
対
策
は
少
し
異
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
飛
沫
（
咳
、

く
し
ゃ
み
で
発
生
す
る
小
さ
な
水
滴
の

よ
う
な
も
の
）と
接
触（
唾
液
や
便
に
汚

染
さ
れ
た
手
や
環
境
）
を
通
し
て
感
染

し
ま
す
の
で
こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
で
す
。

 （
２
）
集
団
生
活
や
家
庭
内
の
対
策
は
ど

れ
く
ら
い
意
味
が
あ
る
の
？

　
子
ど
も
と
の
時
間
は
色
々
な
意
味
で
濃

密
で
す
。幼
稚
園
で
半
日
を
共
に
過
ご
し
、

家
庭
と
同
様
の
活
動
を
送
る
な
か
で
行

う
対
策
は
ど
の
程
度
有
効
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

　
感
染
対
策
の
基
本
と
さ
れ
る
手
洗
い
に

つい
て
も
、
そ
の
有
効
性
に
つい
て
は
懐
疑

的
な
人
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
れ
で

も
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
、石
け
ん
に
よ

る
手
洗
い
を
お
こ
な
っ
た
家
族
は
、普
段
通

り
の
生
活
を
行
っ
た
家
族
と
比
べ
て
、風
邪

（
気
道
感
染
症
や
肺
炎
）、
下
痢
や
嘔
吐

（
急
性
胃
腸
炎
）、
と
び
ひ
（
皮
膚
の
感
染

症
）
に
な
る
割
合

が
半
分
程
度
で

あ
っ
た
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
が
発

生
し
た
家
庭
で
も
、

家
族
全
員
が
家

で
も
常
に
マ
ス
ク

を
し
て
い
た
家
庭

は（
す
ご
い
！
）感

染
を
78
％
予
防
で

き
、
1
日
1
回
以

上
環
境
の
消
毒

を
し
て
い
る
と

77
％
予
防
で
き
る

と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。逆
に
感
染

す
る
リ
ス
ク
が
高

い
状
況
は
、１ｍ
以

内
の
接
触
が
1
日

に
3
回
以
上
あ
る

こ
と（
18
倍
）、
感

染
者
が
下
痢
を

し
て
い
る
（
4
倍
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
日
常
生
活
で

行
う
こ
ま
ご
ま
と
し
た
対
策
も
意
味
の
あ

る
事
だ
と
わ
か
り
ま
す
。保
育
所
や
幼
稚

園
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
注
目
さ
れ
て

は
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
感
染
者
が
紛
れ

込
ん
で
も
、
感
染
率
は
比
較
的
低
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
各
地
域
の

流
行
状
況
、
幼
稚
園
の
構
造
、
家
族
構
成

な
ど
に
よ
って
、
す
べ
き
こ
と
や
で
き
る
事

の
違
い
は
大
き
い
で
す
。そ
の一方
で
、
家
に

い
る
受
験
生
の
た
め
に
1
か
月
は
で
き
る

事
は
何
で
も
や
る
な
ど
、
期
間
限
定
で
あ

れ
ば
頑
張
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　（
３
）自
己
管
理
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

は
自
分
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で

す
。感
染
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
も
、感

染
し
た
時
に
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
を
下
げ

る
努
力
は
す
べ
き
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
多
く
は
、

肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
で
す
。正
し
い
食
生
活
、
適
度
の
運

動
、
持
病
の
管
理
な
ど
大
事
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
今
ま

で
以
上
に
大
事
で
す
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
と
て
も
大
事
で
す
。子

ど
も
か
ら
の
S
O
S
を
見
逃
さ
な
い
た
め

に
、
簡
単
に
で
き
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、自
分
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
線
で
頑
張
っ
て

い
る
状
態
で
は
、
少
し
の
事
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
が
ち
で
す
。当
セ
ン
タ
ー
の
こ
こ
ろ
の

専
門
家
が
作
成
し
た
自
己
チ
ェッ
ク
や
セ
ル

フ
ケ
ア
の
情
報
が
役
に
た
ち
ま
す
の
で
、是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.ncchd.go.jp/new

s/2
020/20200410.htm

l

「
コ
ロ
ナ×

こ
ど
も
本
部
」で
検
索

②家庭や集団教育の現場で出来る
　新型コロナウイルス感染対策

国立成育医療研究センター　
感染症科診療部長
感染制御部統括部長

宮入　烈

行動の自粛（会食，カラオケなどを避ける）

部屋を分ける，風呂や洗面の順番の工夫

共有を避ける（歯磨き粉，コップの個別化）

ペーパータオル

体液がついたら，拭き掃除と消毒

正しい食生活，適度な運動で生活習慣病を予防

健康診断や予防接種はしっかりうける

こころのケア，セルフチェック，コーピングスキル

日常生活の
一部にする

微生物にさらされる 微生物が体につく

一過性のこともある

感染

微生物が体で増える

感染症

微生物が増えて
症状が出る

感染が成立
するまで

水際対策

（症状のある方や接触者は休む）

ソーシャルディスタンス

手洗いで洗い流す

マスクで飛沫を防ぐ

洗浄・消毒

ワクチンで免疫獲得

（現在準備中）

治療

（限られている）

曝露を防ぐ 体に入るのを防ぐ 病気を防ぐ 早く治す
対策の基本

9



の
で
断
片
的
に
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
は
こ
う
や
っ
て
毎
日
少
し
ず
つ
大
き
く

な
って
い
く
の
だ
な
」と
実
感
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
に
つ
ら
れ
て
、親
も
成
長
さ
せ
ら

れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。子
ど
も
を
持
つ
前
は
、自

分
の
中
に
未
熟
な
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
気
が

し
ま
す
が
、
子
育
て
を
通
じ
て
、
自
分
も
た
く
さ

ん
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。独
身
時
代
の

わ
が
ま
ま
な
自
分
が
本
当
に
恥
ず
か
し
い
く
ら
い

で
す
。子
育
て
は
非
常
に
価
値
の
あ
る
体
験
で
は

な
い
か
と
、つ
く
づ
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
幼
稚

園
も
非
常
に
大
き
な
存
在
で
す
。長
男
か
ら
始

ま
り
、
幼
稚
園
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

六
年
目
に
な
り
ま
す
が
、「
今
日
は
幼
稚
園
行
き

た
く
な
い
」と
駄
々
を
こ
ね
た
こ
と
は一度
も
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
に
と
って
、幼
稚

園
は
居
心
地
の
良
い
空
間
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

園
長
先
生
を
は
じ
め
、先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝

の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に

親
も
一緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
な
い
く
ら
い
逞
し
く
な
り
、
親
と
し
て
と

て
も
喜
ば
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
三
男
は
生
後
六
カ
月
か
ら
お
世
話
に
な
って

い
る
た
め
、
約
六
年
間
在
園
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。当
時
は
物
心
が
つ
く
前
に
園
に
預
け
る

こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
大
き
な
病
気
も
な
く
、
元
気
に
過
ご
せ
て
い

る
の
は
乳
児
期
の
園
で
の
生
活
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
思
って
い
ま
す
。園
で
過
ご
す
時

間
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
心
の
糧
に
、

優
し
く
元
気
な
小
学

生
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
長
年
お

世
話
に
な
っ
た
わ
か
ば

幼
稚
園
へ
の
恩
返
し
に

な
れ
ば
と
令
和
元
年

度
か
ら
保
護
者
会
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。

当
初
は
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
役
員
さ
ん

を
は
じ
め
保
護
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
円
滑
な
保
護

者
会
活
動
を
運
営
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
恒
例
行
事
が
中
止
や
縮
小
と
な
り
、
残
念

な
思
い
を
し
た
の
は
私
達
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。未
だ
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
私
達

の
生
活
や
園
で
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
本
当
に
憎
く
思
い
ま
す
。一刻

も
早
く
収
束
し
、も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と

を
切
に
願
って
お
り
ま
す
。こ
の
先
も
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
共
に
頑
張
ろ
う
！

　

我
が
家
に
は
九
歳
の
長
男
・
六
歳
の
長
女
・

五
歳
の
次
女
が
い
ま
す
。長
男
が
誕
生
し
て
以
来
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と
、

感
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
幸
せ
な
気
分
に
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
、本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

  

次
女
は
、何
で
も
兄
と
姉
の
真
似
を
し
た
が
り
、

一歳
七
ヶ
月
の
頃
に
は
オ
ム
ツ
を
卒
業
し
て
パ
ン
ツ

を
は
い
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。長
女
は
絵

本
が
と
に
か
く
好
き
で
、
い
つ
も
絵
本
を
読
ん
で

い
る
う
ち
に
あ
っ
と
い
う
間
に
ひ
ら
が
な
を
覚
え
、

ま
だ
就
学
前
な
の
に
漢
字
を
た
く
さ
ん
読
め
る

よ
う
に
な
って
い
ま
す
。本
当
に
感
心
で
す
。

　
最
近
で
は
、
三
人
揃
って
空
手
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
の
予
想
に
反
し
て
、
三
人
と
も
稽
古
を
気

に
いっ
た
よ
う
で
、中
で
も
長
男
が一番
意
欲
的
で
、

い
ち
早
く
昇
級
し
、更
に
上
の
級
を
目
指
し
、毎

週
稽
古
に
、真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
、
子
ど
も
た
ち
が
美
味
し
そ
う
に
ご
飯

を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
一緒
に

な
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
と
て
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。妻
も
子
ど
も

と
い
る
時
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に

し
て
い
ま
す
し
、
笑
顔
が
増
え
た

気
が
し
ま
す
。

　
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、親
は
子
ど
も
の
様
子
を
毎
日

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
の
子

は
毎
日
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

　
我
が
家
に
は
中
学
三
年
生
の
長
男
、
中
学
一

年
生
の
次
男
、
年
長
組
の
三
男
が
い
ま
す
が
、

揃
っ
て
わ
か
ば
幼
稚
園
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。三
人
の
在
園
期
間
を
合
わ
せ
る
と
「
十
一

年
」に
も
な
り
、
長
年
に
わ
た
り
我
が
子
の
乳

幼
児
期
の
教
育
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
先
生

方
に
は
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
当
時
を

振
り
返
る
と
、
長
男
は

乳
児
期
に
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、

園
の
生
活
に
馴
染
め
る

か
と
心
配
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
親
の

心
配
を
よ
そ
に
楽
し
い

園
生
活
が
送
れ
た
よ

う
で
、
そ
の
表
れ
に
卒

園
式
で
は
み
ん
な
と
の

別
れ
が
辛
く
、
人
一
倍

泣
い
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　
次
男
は
園
に
行
き

た
が
ら
ず
、
送
り
届
け
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

迎
え
の
バ
ス
が
来
て
も
大
泣
き
し
て
乗
車
を
拒

否
。登
園
を
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
に
変
え
て
も
先

生
と
車
か
ら
引
っ
張
り
出
す
こ
と
が
毎
日
の
日

課
で
し
た
。当
時
は
大
変
で
恥
ず
か
し
く
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出
に

な
って
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
長
男
と
次
男
の
現
在
は
、
小
学
校
か

ら
始
め
た
野
球
に
打
ち
込
み
、当
時
か
ら
想
像

我
が
子
の
成
長
と
保
護
者
会
活
動

親
の
成
長

静
岡
聖
光
幼
稚
園

　

鍵
山 

晃
一

小
西 

謙
司

認
定
こ
ど
も
園
わ
か
ば
幼
稚
園

保
護
者
会
長
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

健康随想
２

新型コロナウイルスと
子ども・保育者の健康

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（CO

V
ID
-19

）

感
染
者
の
急
増
を
う
け
て
、
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

初
回
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く

の
患
者
が
い
て
、東
京
で
は
身
近
な
と
こ

ろ
で
感
染
者
が
連
日
発
生
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
所
も
手
一
杯
で
、
感

染
し
て
少
し
具
合
が
悪
く
て
も
自
宅

待
機
に
な
る
可
能
性
が
高
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
や
自
分

自
身
を
守
る
た
め
に
行
う
べ
き
感
染
対

策
と
自
己
管
理
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　（
１
）感
染
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

　感
染
対
策
の
基
本
は
感
染
が
成
立

す
る
各
ス
テ
ッ
プ
を
複
数
の
方
法
で
ブ

ロッ
ク
す
る
事
で
す（
図
）。微
生
物
の
種

類
に
よ
っ
て
対
策
は
少
し
異
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
飛
沫
（
咳
、

く
し
ゃ
み
で
発
生
す
る
小
さ
な
水
滴
の

よ
う
な
も
の
）と
接
触（
唾
液
や
便
に
汚

染
さ
れ
た
手
や
環
境
）
を
通
し
て
感
染

し
ま
す
の
で
こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
で
す
。

 （
２
）
集
団
生
活
や
家
庭
内
の
対
策
は
ど

れ
く
ら
い
意
味
が
あ
る
の
？

　
子
ど
も
と
の
時
間
は
色
々
な
意
味
で
濃

密
で
す
。幼
稚
園
で
半
日
を
共
に
過
ご
し
、

家
庭
と
同
様
の
活
動
を
送
る
な
か
で
行

う
対
策
は
ど
の
程
度
有
効
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

　
感
染
対
策
の
基
本
と
さ
れ
る
手
洗
い
に

つい
て
も
、
そ
の
有
効
性
に
つい
て
は
懐
疑

的
な
人
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
れ
で

も
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
、石
け
ん
に
よ

る
手
洗
い
を
お
こ
な
っ
た
家
族
は
、普
段
通

り
の
生
活
を
行
っ
た
家
族
と
比
べ
て
、風
邪

（
気
道
感
染
症
や
肺
炎
）、
下
痢
や
嘔
吐

（
急
性
胃
腸
炎
）、
と
び
ひ
（
皮
膚
の
感
染

症
）
に
な
る
割
合

が
半
分
程
度
で

あ
っ
た
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
が
発

生
し
た
家
庭
で
も
、

家
族
全
員
が
家

で
も
常
に
マ
ス
ク

を
し
て
い
た
家
庭

は（
す
ご
い
！
）感

染
を
78
％
予
防
で

き
、
1
日
1
回
以

上
環
境
の
消
毒

を
し
て
い
る
と

77
％
予
防
で
き
る

と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。逆
に
感
染

す
る
リ
ス
ク
が
高

い
状
況
は
、１ｍ
以

内
の
接
触
が
1
日

に
3
回
以
上
あ
る

こ
と（
18
倍
）、
感

染
者
が
下
痢
を

し
て
い
る
（
4
倍
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
日
常
生
活
で

行
う
こ
ま
ご
ま
と
し
た
対
策
も
意
味
の
あ

る
事
だ
と
わ
か
り
ま
す
。保
育
所
や
幼
稚

園
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
注
目
さ
れ
て

は
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
感
染
者
が
紛
れ

込
ん
で
も
、
感
染
率
は
比
較
的
低
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
各
地
域
の

流
行
状
況
、
幼
稚
園
の
構
造
、
家
族
構
成

な
ど
に
よ
って
、
す
べ
き
こ
と
や
で
き
る
事

の
違
い
は
大
き
い
で
す
。そ
の一方
で
、
家
に

い
る
受
験
生
の
た
め
に
1
か
月
は
で
き
る

事
は
何
で
も
や
る
な
ど
、
期
間
限
定
で
あ

れ
ば
頑
張
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　（
３
）自
己
管
理
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

は
自
分
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で

す
。感
染
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
も
、感

染
し
た
時
に
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
を
下
げ

る
努
力
は
す
べ
き
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
多
く
は
、

肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
で
す
。正
し
い
食
生
活
、
適
度
の
運

動
、
持
病
の
管
理
な
ど
大
事
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
今
ま

で
以
上
に
大
事
で
す
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
と
て
も
大
事
で
す
。子

ど
も
か
ら
の
S
O
S
を
見
逃
さ
な
い
た
め

に
、
簡
単
に
で
き
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、自
分
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
線
で
頑
張
っ
て

い
る
状
態
で
は
、
少
し
の
事
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
が
ち
で
す
。当
セ
ン
タ
ー
の
こ
こ
ろ
の

専
門
家
が
作
成
し
た
自
己
チ
ェッ
ク
や
セ
ル

フ
ケ
ア
の
情
報
が
役
に
た
ち
ま
す
の
で
、是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.ncchd.go.jp/new

s/2
020/20200410.htm

l

「
コ
ロ
ナ×

こ
ど
も
本
部
」で
検
索

②家庭や集団教育の現場で出来る
　新型コロナウイルス感染対策

国立成育医療研究センター　
感染症科診療部長
感染制御部統括部長

宮入　烈

行動の自粛（会食，カラオケなどを避ける）

部屋を分ける，風呂や洗面の順番の工夫

共有を避ける（歯磨き粉，コップの個別化）

ペーパータオル

体液がついたら，拭き掃除と消毒

正しい食生活，適度な運動で生活習慣病を予防

健康診断や予防接種はしっかりうける

こころのケア，セルフチェック，コーピングスキル

日常生活の
一部にする

微生物にさらされる 微生物が体につく

一過性のこともある

感染

微生物が体で増える

感染症

微生物が増えて
症状が出る

感染が成立
するまで

水際対策

（症状のある方や接触者は休む）

ソーシャルディスタンス

手洗いで洗い流す

マスクで飛沫を防ぐ

洗浄・消毒

ワクチンで免疫獲得

（現在準備中）

治療

（限られている）

曝露を防ぐ 体に入るのを防ぐ 病気を防ぐ 早く治す
対策の基本
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くっついた！  ほんとだー

● 協会創立五十周年記念式典の開催
● 特集「幼稚園ＩＣＴ化計画（その3）」井内 聖
● 特集「乳幼児期におけるアタッチメントと非認知的な心の発達（その１）」遠藤利彦
● コミュニティ（保育の窓）
● もの想い（認定こども園わかば幼稚園／静岡聖光幼稚園）
● 健康随想「新型コロナウイルスと子ども・保護者の健康」宮入 烈
● ナイスショット

　　　　　　　　

NO.191
2021 3

只今全国展開中

鏡餅をつくるよ！ ぺったんぺったん

 今年度もあと僅か。新しい生活様式の下、園の教育・保育
活動にも大きな影響を受けた1年間でした。奇しくも協会
創立50周年の年、新型コロナウィルス対応といった意味だ
けではなく、こども達の未来の為に、新しい幼児教育・保育
様式を試行錯誤し確立していく。その先頭に立つのは私

【編集後記】 立幼稚園・こども園であると、50年後も胸をはって言えるよ
うに、今後も一層、精進していかなければと感じます。少子
化の影響もあり、園を取り巻く環境は厳しさを増していきま
すが、力をあわせ、切磋琢磨していきましょう。

静
私
幼
だ
よ
り

NO.
2021.3.15

191
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人
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このＱＲコードを携帯電話の
「ＱＲコードリーダー」で読み込
めば、協会HPの携帯サイトに
そのままアクセスできます。

広報副委員長/認定こども園みのり幼稚園　森川道晃

うわ～！ はっぱのあめ～！

今年も元気に過ごせますように～

イェー
イ！

鬼は～
そと

バケツのお水が
氷になったよ！

なわとび大会に向けて

氷、冷たー
い

春を見つ
けたよ

富士山と凧

鏡開き～

Spring


